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１ ︓ 2019 年 度 事 業 報 告 （概 要）  
 
  認 定 NPO 法 ⼈ テ ラ・ ル ネッ サ ン ス は、 「す べ て の ⽣ 命 が 安 ⼼ し て ⽣ 活 で き る 社 会 （＝ 世 界 平 和） の 
実 現」 と い う ⽬ 的 を 掲 げ、 地 雷・ ⼩ 型 武 器・ ⼦ ど も 兵 と いっ た 3 つ の 「紛 争・ 平 和 構 築」 に 関 連 す る 課 
題 領 域 を 中 ⼼ に、 現 場 で の ⽀ 援 活 動 （事 業） と、 国 内 で の 平 和 教 育・ 政 策 提 ⾔ を 両 軸 に、 課 題 解 決 を 
⽬ 指 し て 諸 活 動 を 展 開 し て き た。  
  
  国 内 外 に お い て、 事 業 を 進 め る 中 で、 改 め て 確 信 す る の は、 単 年 度 で の 事 業 に よっ て、 課 題 に 対 し 
て 改 善 を 積 み 重 ね る と 同 時 に、 本 質 的 な 課 題 解 決 を ⽬ 指 す に は、 テ ラ・ ル ネッ サ ン ス が 掲 げ る、 
「⼈々 の ⾃ ⽴、 地 域 の ⾃ 治 を 促 進 す る た め の ⽀ 援」、 「な い も の を 満 た す ⽀ 援 だ け で は な く、 課 題 を 
抱 え た ⼈々 や 地 域 に あ る も の を 活 か し、 伸 ば す ⽀ 援」 と い う 当 会 独 ⾃ の ⽀ 援 哲 学 に 基 づ い て、 中 ⻑ 期 
的 な 視 野 に ⽴っ て、 ⽀ 援 活 動 を 継 続 し て い く こ と、 そ し て、 課 題 の 原 因 と そ の 解 決 策 に つ い て、 先 進 
国 の 市 ⺠ 社 会 で の 啓 発 活 動 を 併 せ て 実 施 し て い く こ と が、 さ ら に 求 め ら れ て い る と い う こ と だ。  
  
  そ の 中 に お い て、 海 外 事 業 （ア ジ ア 事 業） で は、 カ ン ボ ジ ア と ラ オ ス の 2 カ 国 で、 地 雷 ＆ 不 発 弾 に 
よっ て 影 響 を 受 け て い る 地 域 に お い て、 地 雷 ＆ 不 発 弾 除 去 を 促 進 し、 安 全 を 確 保 す る と と も に、 撤 去 
し た 後 の コ ミュ ニ ティ の 伝 統 ⽂ 化 や ⾃ 然 資 源 を 活 か し た 持 続 的 な 開 発 ⽀ 援 や 教 育 ⽀ 援 等 に よ り、 社 会 
的 弱 者 や コ ミュ ニ ティ の レ ジ リ エ ン ス を 向 上 さ せ る ⽀ 援 を 実 施 し た。  
 
  海 外 事 業 （ア フ リ カ 事 業） で は、 2018 年 度 に 引 き 続 き、 ウ ガ ン ダ 共 和 国 内 で の 「南 スー ダ ン 難 ⺠ 居 
住 区 及 び ホ ス ト コ ミュ ニ ティ に お け る ⾃ ⽴ ⽀ 援 プ ロ ジェ ク ト」 を 重 点 項 ⽬ と し、 実 施。 ま た、 元 ⼦ ど 
も 兵 社 会 復 帰 ⽀ 援 を 継 続 し た。 ブ ル ン ジ 共 和 国 で は、 養 蜂、 洋 裁、 ヘ ア ド レッ シ ン グ の 技 術 ⽀ 援 を 通 
し て、 収 ⼊ 向 上 の た め の プ ロ ジェ ク ト を 実 施。 コ ン ゴ ⺠ 主 共 和 国 で は、 元 ⼦ ど も 兵 を 中 ⼼ と し た 紛 争 
被 害 者 の ⾃ ⽴ ⽀ 援 を 継 続 し て 実 施 す る こ と が で き た。  
  
  国 内 事 業 で は、 ⼤ 槌 復 興 刺 し ⼦ プ ロ ジェ ク ト （東 ⽇ 本 ⼤ 震 災 復 興 ⽀ 援 事 業） に お い て、 講 習 会 を 通 
じ た 受 益 者 の 技 術 向 上、 ⽣ き が い づ く り、 受 益 者 の プ ロ ジェ ク ト へ の オー ナー シッ プ の 醸 成 を 重 点 項 
⽬ と し、 事 業 を 実 施 す る こ と が で き た。  
  

 ま た、 当 会 が 取 り 組 む 課 題 領 域 や、 そ れ ら に 対 す る 取 り 組 み に つ い て、 ま た 当 会 が ⼤ 切 に す る 上 述 の  
⽀ 援 哲 学 や ⽬ 指 す ⽬ 的 な ど を、 市 ⺠ 社 会 に わ か り や す く 伝 え る こ と も 当 会 の 重 要 な 責 務 で あ る。 併 せ 
て、 国 内 外 の 事 業 を 円 滑 か つ 発 展 的 に 展 開 す る た め に、 必 要 な 資 ⾦ を 募っ て い く こ と が 必 要 で あ る。  
 
  そ の た め に、 2019 年 度 に、 ア ウェ ア ネ ス・ レ イ ジ ン グ （啓 発） チー ム と、 パ ブ リッ ク・ リ レー ショ 
ン ズ （広 報・ 資 ⾦ 調 達） チー ム を ⼀ 本 化 し、 過 去 に お い て、 そ れ ぞ れ の チー ム が 蓄 積 し た 知 ⾒ を 複 合 
的 に 活 ⽤ し、 上 述 の 責 務・ 必 要 に 応 え る こ と が で き た。  
 
  具 体 的 に は、 職 員・ イ ン ター ン に よ る 各 種 企 業・ 団 体 へ の 講 師 派 遣 や、 各 種 イ ベ ン ト・ ワー ク 
ショッ プ へ の 出 展、 め ぐ る プ ロ ジェ ク ト （リ サ イ ク ル に よ る 寄 付） な ど を 推 進。 あ わ せ て、 紙 媒 体 を 
活 ⽤ し た 活 動 報 告 書 の 制 作 に 加 え、 オ ン ラ イ ン で の 広 報、 ふ る さ と 納 税 の 仕 組 み を 使っ た 財 源 確 保、 
⽀ 援 者 サー ビ ス の 充 実 化 と いっ た 広 報 活 動・ ファ ン ド レ イ ジ ン グ （資 ⾦ 調 達） を 実 施 す る。 さ ら に 
は、 武 器 貿 易 条 約 の 履 ⾏ 状 況 を モ ニ タ リ ン グ す る こ と を 中 ⼼ と し た 政 策 提 ⾔ 活 動 も 実 施 す る こ と が で 
き た。  
  
  最 後 に、 組 織 基 盤 整 備 と し て、 各 種 規 定・ 会 議 体 系 の 整 備 を 図 り、 引 き 続 き、 ガ バ ナ ン ス の 強 化 に 
取 り 組 む ⼀ ⽅ で、 会 費・ 寄 付 ⾦ 収 ⼊、 物 品 販 売・ 講 演 料 な ど の 事 業 収 ⼊ に よっ て、 さ ら な る ⾃ ⼰ 財 源 
の 拡 ⼤ を 図っ た。 ま た、 適 宜、 職 員・ イ ン ター ン へ の 研 修 を 実 施 し、 当 会 事 業 を よ り 円 滑 に、 ま た 発 
展 的 に 展 開 す る ⼈ 財 育 成 を ⾏っ た。  
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２ − １ ︓ 国 際 協 ⼒ 事 業 （ア ジ ア）  
【⽅ 針】  
  ア ジ ア 事 業 で は、 カ ン ボ ジ ア と ラ オ ス の 2 カ 国 で、 地 雷 ＆ 不 発 弾 に よっ て 影 響 を 受 け て い る 地 域 に お 
い て、 地 雷 ＆ 不 発 弾 除 去 を 促 進 し、 安 全 を 確 保 す る と と も に、 撤 去 し た 後 の コ ミュ ニ ティ の 伝 統 ⽂ 化 
や ⾃ 然 資 源 を 活 か し た 持 続 的 な 開 発 ⽀ 援 や 教 育 ⽀ 援 等 に よ り、 社 会 的 弱 者 や コ ミュ ニ ティ の レ ジ リ エ 
ン ス を 向 上 さ せ る ⽀ 援 を 実 施 す る。  
 
【重 点 項 ⽬】  
  カ ン ボ ジ ア で の 地 雷 ＆ 不 発 弾 撤 去 チー ム へ の 運 営 費 の 提 供 と と も に、 カ ン ボ ジ ア、 ラ オ ス で の 地 雷 
＆ 不 発 弾 被 害 者 へ の ⽣ 計 向 上 ⽀ 援 に ⼒ を ⼊ れ る。  
 
【成 果】  
  カ ン ボ ジ ア の 地 雷 撤 去 ⽀ 援 で は、 ボ ブ キャッ ト と い う 潅 ⽊ 除 去 機 を 使 う 機 械 チー ム の 1 年 分 の 活 動 費 
を 提 供 し、 年 間 で 12 発 の 地 雷・ 不 発 弾 を 除 去 し、 530,613 ㎡ (= 東 京 ドー ム 11.3 個 分） の ⼟ 地 を 安 全 に す 
る こ と が で き ま し た。 こ れ に よ り、 2,167 世 帯、 8,658 名 が 受 益 し て い る。  
 
  カ ン ボ ジ ア の 村 落 開 発 ⽀ 援 で は、 そ れ ぞ れ の 村 で 以 下 の よ う な 成 果 を あ げ て い る。  
■ ロ カ ブッ ス 村 村 落 開 発 ⽀ 援 ︓  
  2016 年 か ら ⽀ 援 を し て き た 家 畜 銀 ⾏ で は、 46 世 帯 へ の 家 畜 (⽜、 や ぎ、 鶏、 ア ヒ ル、 豚） を 貸 し 出 す 
こ と が で き た。 2020 年 2 ⽉ 時 点 ま で に 次 の よ う な 収 ⼊ を 得 る こ と が で き て い る。 豚 6 世 帯 ︓ US$5,525 、  
ア ヒ ル 14 世 帯: US$851 、 鶏 18 世 帯 ︓ US$266.5 、 ヤ ギ 4 世 帯 ︓ US$225 、  ⽜ 4 世 帯 ︓ US$375 。 ま た、 ⼩  
学 校 の 前 の 空 き 地 を 利 ⽤ し た モ デ ル ファー ム の 建 設 で は、 ⼟ 地 や 家 を 持 た な い 2 世 帯 に 住 居 を サ ポー ト 
し、 住 み な が ら 野 菜 栽 培、 家 畜 飼 育 を し て ⽣ 活 し て い る。 さ ら に 2020 年 か ら 2 世 帯 が 野 菜 栽 培 を モ デ ル 
ファー ム の ⼟ 地 を 利 ⽤ し て 開 始 し て い る。 空 芯 菜、 か ぼ ちゃ の 蔓、 ヘ チ マ の 栽 培 で、 2 ⽉ に は  335,900 
リ エ ル (約 US$84 ) の 収 ⼊ が あ る。 ま た 村 の ファー マー ズ・ マー ケッ ト で の カ ン ボ ジ ア の 有 機 無 農 薬 野 菜 
の 販 売 ⽀ 援 を 現 地 ス タッ フ を 派 遣 し て 実 施 し て い る。  
■ プ レ ア・ プッ ト 村 村 落 開 発 ⽀ 援 ︓  
  プ レ ア・ プッ ト 村 の 地 雷 原 の 殘 る ⼭ の 麓 の コ ミュ ニ ティ の 30 世 帯 の う ち、 10 世 帯 へ 家 畜 銀 ⾏ か ら の 
ヤ ギ の 貸 出 を 実 施 し た。 そ の う ち 7 世 帯 で 合 計 US$2,165 以 上 の 収 ⼊ を 得 る こ と が で き て い る。 鶏 銀 ⾏ 
で は 8 世 帯 に 貸 し 出 し、 合 計 US$154 の 収 ⼊ に つ な がっ て い る。 ま た、 ⼩ 学 校 が 遠 い た め に 学 校 へ 通 え 
な い 約 30 名 の ⼦ ど も た ち へ の 基 礎 教 育 ⽀ 援 （幼 稚 園、 ⼩ 学 校 の 授 業 の ⽀ 援） と し て 先 ⽣ を コ ミュ ニ 
ティ に 派 遣 し、 授 業 を 実 施 し た。 授 業 は、 ⾮ 常 に 効 果 を 発 揮 し て お り、 ⾼ 学 年 と な り 公 ⽴ の ⼩ 学 校 へ 
通 う よ う に なっ た ⼦ ど も た ち は、 ク ラ ス の 中 で も 成 績 上 位 を 修 め て お り、 ⾶ び 級 で 進 学 し た ⼦ ど も も 
い る。  
■ サ ム ロ ン・ チェ イ 村 ︓  
  サ ム ロ ン・ チェ イ 村 で は、 こ れ ま で ⽜ 銀 ⾏ か ら 5 世 帯 へ 雌 ⽜ を 貸 し 出 し、 3 世 帯 で 販 売 し、 合 計 
US$813 の 収 ⼊ に つ な がっ て い る。    
  カ ン ボ ジ ア 地 雷 埋 設 地 域 の 脆 弱 な 障 害 者 家 族 へ の ⽣ 計 向 上 ⽀ 援 プ ロ ジェ ク ト で は、 事 業 3 年 ⽬ の 活 動 
を 実 施 し た。 事 業 3 年 ⽬ 第 4 四 半 期 (2020 年 3 ⽉) ま で の 期 間 に お い て、 や ぎ 銀 ⾏ 対 象 57 世 帯 に お い て 
US$15,559 の 収 ⼊ が 確 認 さ れ、 事 業 2 年 ⽬ の 終 了 時 点 か ら 6.83 倍 増 加 し、 収 ⼊ を 得 て い る 世 帯 が 13 世 帯 
増 加 し て い る。 鶏 銀 ⾏ 対 象 29 世 帯 に お い て US$2,121 の 家 畜 販 売 に よ る 収 ⼊ が 確 認 さ れ、 2 年 ⽬ 終 了 時 
か ら 約 4.87 倍 の 収 ⼊ 増 加 と なっ た。 収 ⼊ を 得 て い る 世 帯 が 17 世 帯 増 加 し て い る。 ハ リ ナ シ ミ ツ バ チ の 
養 蜂 で、 4 世 帯 で 収 ⼊ が あ り、 合 計 US$27.75 の 収 ⼊ で あっ た。 ま た、 家 庭 菜 園 に お け る 野 菜 栽 培 に 
よっ て 2019 年 4 ⽉ -2020 年 3 ⽉ ま で の １ 年 間 で、 100 世 帯 平 均  US$ 18.35 を ⾃ 家 消 費、  US$ 7.78 分 を 隣 ⼈ 
へ 配 布 し、  US$ 10.22 分 を 販 売 し て い た。 収 ⼊ を 得 た 世 帯 も 確 認 さ れ た。 ヤ ギ の 対 象 94 世 帯 で 平 均 
US$11.78/ ⽉ の 収 ⼊ が 確 認 さ れ、 鶏 対 象 90 世 帯 で 平 均 US$1.56/ ⽉ の 収 ⼊ が 確 認 さ れ た。  
 
  ラ オ ス で の 養 蜂 事 業 で は、 蜂 蜜 の 収 穫 量 の 増 加、 養 蜂 従 事 世 帯 数 の 増 加、 住 ⺠ 組 織 の 結 成 に お い 
て、 そ れ ぞ れ 以 下 の 成 果 が あっ た。 事 業 2 年 度 ⽬ に 815kg 、   ポ ン カ ム 村 347kg 、 ム ア ン 村 468kg の 蜂 蜜 
の 収 穫 が で き た。 2 年 度 ⽬ の 収 量 は、 事 業 開 始 前 の 年 間 収 量 の 302kg と ⽐ 較 す る と、 270% の 増 加 率、 設 
定 し て い た 第 2 年 度 の ⽬ 標 値 の 平 均 15kg の 82% に あ た る 12kg で あっ た。  養 蜂 従 事 世 帯 数 は、 対 象 と し 
て い た 67 世 帯 の う ち 1 世 帯 が 事 業 中 に 村 を 離 れ た た め、 66 世 帯 中 58 世 帯 で 蜂 蜜 を 収 穫 す る こ と が で き、 
⽬ 標 と し て い た 60 世 帯 の 97% 、 事 業 実 施 前 と ⽐ べ 193% の 増 加 率 と なっ た。 残 り の 8 世 帯 で も、 全 て の 世 
帯 で 巣 箱 を 置 い て 養 蜂 を 試 み、 養 蜂 専 ⾨ 家 も 訪 問 し て ア ド バ イ ス を し た が コ ロ ニー （分 蜂 群） を 捕 獲 
で き な かっ た。 収 ⼊ ⾯ で は、 養 蜂 セ ン ター で の 蜂 蜜 の 販 売 中 で も あ る た め、 ま だ 暫 定 の 数 値 で し か な 
い が、 2 村 合 計  US$ 4,222 の 収 ⼊ と な り、 各 世 帯 平 均  US$ 63.97 の 収 ⼊ で あっ た。 こ れ は 第 1 年 度 の ⽬ 標 値 
で あっ た  US$ 47 は 超 え た も の の、 第 2 年 度 の ⽬ 標 値 の  US$ 98 の 65% で あっ た。 養 蜂 の 住 ⺠ 組 織 の 結 成 
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は、 各 村 で 養 蜂 組 合 が 組 織 さ れ、 当 該 2 集 落 の 住 ⺠ ら を 主 要 構 成 員 と し、 ⽣ 産 活 動 に 必 要 な 素 材 の 安 定 
供 給 か ら 販 路 の 確 ⽴、 そ し て ハ チ ミ ツ の 商 品 化 と いっ た 六 次 産 業 を ⾏ う た め に 必 要 な イ ン フ ラ 整 備 や 
技 術 移 転 に よ る 新 し い 養 蜂 技 術 の 展 開 が 可 能 と なっ て い る。 森 林 保 全 や 環 境 に 関 す る 理 解 度 の 向 上 を 
⽬ 指 し た ワー ク ショッ プ を 集 落 住 ⺠ へ 実 施 し、 全 養 蜂 従 事 世 帯 数 の 6 割 以 上 が ワー ク ショッ プ の 実 施 に 
よっ て 環 境 へ の 理 解 度 が 向 上 し て い る。  
 
【課 題】  
  地 雷 撤 去 ⽀ 援 で は、 カ ン ボ ジ ア 政 府 が ⽬ 標 と し て い る、 2025 年 ま で の” 地 雷 フ リー” を 達 成 す る た め に 
貢 献 し て い く 必 要 が あ る。 継 続 的 な 資 ⾦ 提 供 が 重 要 で あ り、 カ ン ボ ジ ア 全 体 で、 792 ㎢ の 地 雷 原 が 残っ 
て お り、 バッ タ ン バ ン 州 内 で も ⼀ 番 広 い 地 雷 原 の 残っ て い る サ ム ロー ト 郡 (残 存 地 雷 原 ⾯ 積 ︓ 
75,687,700 ㎡) で の 撤 去 活 動 を 重 点 的 に 進 め る 予 定 で あ る。 2019 年 1 ⽉ -10 ⽉ ま で に 71 名 が 地 雷 & 不 発 弾 
で 負 傷、 11 名 が 死 亡 し て い る。 地 雷 & 不 発 弾 の 撤 去 を 進 め る こ と で、 1 ⽇ で も 早 く 被 害 者 を ゼ ロ に す る 
こ と も 課 題 で あ る。  
 
  カ ン ボ ジ ア の 村 落 開 発 ⽀ 援 で は、 村 の 中 で 換 ⾦ 作 物 以 外 の 収 ⼊ を 得 る ⼿ 段 を 確 保 す る 必 要 が あ る。 
家 畜 銀 ⾏ か ら の 貸 出 を ま だ 受 け て い な い 村 ⼈ た ち が お り、 貸 出 を 継 続 す る。 ま た、 タ イ へ 出 稼 ぎ に 
⾏っ て い た 村 ⼈ た ち 33 名 (18 世 帯） が、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 で、 タ イ 国 境 が 閉 鎖 さ れ た 2020 年 3 
⽉ に カ ン ボ ジ ア に 戻っ て き て い る が、 カ ン ボ ジ ア で の 仕 事 は ⽇ 雇 い 労 働 の 農 作 業 し か な く、 農 繁 期 が 
終 わ る と 仕 事 が な い 状 況 に なっ て し ま う。 そ の た め、 同 様 に 村 の な か で ⽣ 活 し て い け る よ う に、 村 の 
な か で 収 ⼊ を 得 る ⼿ 段 を 確 保 で き る よ う に 家 畜 銀 ⾏ の ⽀ 援 を す る 必 要 が あ る。 家 畜 銀 ⾏ で ⼤ き な 課 題 
は、 家 畜 ⼩ 屋 で あ り、 こ れ ま で 貧 困 層 の た め に 耐 久 性 の あ る 鉄 製 の ⼩ 屋 を ⽀ 援 し て い た が、 １ つ 
US$ 400 以 上 か か り、 経 費 が ⼤ き く か か る。 そ の た め、 村 の な か で 家 畜 ⼩ 屋 を 建 設 す る 資 材 を 確 保 す る 
た め に、 成 ⻑ が 早 く、 タ ケ ノ コ も 販 売 で き る ⽵ の 栽 培 を 始 め て い る。 ⽵ が 成 ⻑ す れ ば、 そ れ を 資 材 と 
し て 家 畜 ⼩ 屋 を 村 ⼈ た ち が ⾃ 分 で 建 設 や 補 修 が で き る よ う に な る こ と が 期 待 で き る。 ロ カ ブッ ス 村 の 
モ デ ル ファー ム の 課 題 は、 た め 池 か ら ⽔ を 組 み 上 げ る ポ ン プ の 燃 料 代 で あ る。 電 動 ポ ン プ や ディー ゼ 
ル ポ ン プ を 併 ⽤ し て い る が、 ソー ラー パ ネ ル を 組 み 合 わ せ た ⽊ 炭 蓄 電 池 を 村 ⼈ た ち が ⾃ 分 た ち で 作 
り、 メ ン テ ナ ン ス を で き る よ う に な ら な い か 検 討 し て い る。 ファー マー ズ・ マー ケッ ト で は、 マー 
ケッ ト で 販 売 を 希 望 す る 村 ⼈ た ち が 数 ⼈ お り、 販 売 す る 商 品 が 安 全 に 保 管 で き る よ う に 囲 い を 作 り、 
寝 泊 ま り で き る よ う に す る 整 備 が 必 要 で あ る。  
  カ ン ボ ジ ア の 障 害 者 世 帯 の ⽣ 計 向 上 ⽀ 援 事 業 は、 最 終 年 を 迎 え、 事 業 の ⽬ 標 を 達 成 す る た め に 各 家 
庭 へ の サ ポー ト を し て い く こ と が 重 要 で あ る。 100 世 帯 平 均 ⽉  US$ 40 の ⽬ 標 値 を 達 成 す る た め に、 特 に 
ま だ 収 ⼊ に つ な がっ て い な い 世 帯 が、 早 く 収 ⼊ に つ な が る よ う に ア ド バ イ ス を す る こ と や、 家 畜 飼 育 
が 難 し い 世 帯 へ の 代 替 ⼿ 段 の ハ リ ナ シ ミ ツ バ チ の 養 蜂 な ど で、 収 ⼊ 源 を 確 保 で き る よ う に ⽀ 援 し て い 
く 予 定 で あ る。  
  ラ オ ス の 養 蜂 事 業 で は、 蜂 蜜 の マー ケッ ト を 整 備 す る こ と が 課 題 で あ る。 特 に こ れ ま で ほ と ん ど の 
蜂 蜜 の 購 ⼊ 者 が 外 国 ⼈ な ど だっ た こ と か ら、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 で 国 境 が 閉 鎖 さ れ、 観 光 客 も 
訪 問 で き な く な り、 蜂 蜜 の 販 売 が 進 ん で い な い。 こ れ を 解 決 す る た め に 国 内 で の マー ケッ ト を 開 拓 す 
る こ と や、 地 元 の ラ オ ス ⼈ た ち も 購 ⼊ し や す い よ う な 蜂 蜜 を 使っ た 加 ⼯ 品 の 商 品 開 発 な ど を サ ポー ト 
す る 必 要 が あ る。  
   

ア ジ ア （ 1 ）  

カ ン ボ ジ ア 地 雷 撤 去 ⽀ 援 プ ロ ジェ ク ト  

活 動 地 域 （活 動 国）  事 業 実 施 期 間  受 益 者 カ テ ゴ リー  受 益 者 数 （単 年 度）  

カ ン ボ ジ ア  
北 ⻄ 部 地 雷 埋 設 地 域  

2019 年 4 ⽉ 〜 2020 年 3 ⽉  北 ⻄ 部 地 雷 埋 設 地 域 住 
⺠  

受 益 者 2,464 名  

事 業 の ⽬ 的  
地 雷 に よ る 脅 威 を 削 減 す る こ と で、 地 雷 被 害 を 受 け た カ ン ボ ジ ア の 農 村 地 域 
の 社 会 経 済 復 興 に 寄 与 す る。  

事 業 の 内 容  地 雷 撤 去 団 体 MAG の 機 械 （ボ ブ キャッ ト） チー ム へ の 運 営 費 の 提 供。  
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主 な 成 果  

(1) 地 雷 原 に ⽣ え て い る 灌 ⽊ の 除 去 が 機 械 チー ム に よっ て な さ れ、 地 雷 探 知 
⽝ チー ム に よっ て 530,613 ㎡ の ⼟ 地 の 地 雷 が 撤 去 さ れ た。  
(2) 任 務 地 の 地 雷 原 に お い て ⾒ つ か る 地 雷 や そ の 他 の 爆 発 物 を 100% 安 全 に 除 
去 し 破 壊 さ れ た。  
(3)   2,167 世 帯 が ⽣ 計 を 営 む た め の ⼟ 地 の 安 全 な 使 ⽤ が で き る よ う に なっ 
た。  

 

ア ジ ア （ 2 ）  

カ ン ボ ジ ア 地 雷 埋 設 地 域 村 落 開 発 ⽀ 援 プ ロ ジェ ク ト  

活 動 地 域 （活 動 国）  事 業 実 施 期 間  受 益 者 カ テ ゴ リー  受 益 者 数 （単 年 度）  

カ ン ボ ジ ア  
バッ タ ン バ ン 州  
カ ム リ エ ン 郡、  
バ ヴェ ル 郡  

通 年  

地 雷 埋 設 地 域 に 住 む 貧 
困 層 の 村 ⼈、 地 雷 被 害 
者 な ど の 紛 争 被 害 者 な 
ど 地 雷 埋 設 地 域 に 住 む 
貧 困 層 の 村 ⼈、 地 雷 被 
害 者、 障 害 者  

ロ カ ブッ ス 村 ︓ 60 世 帯  
プ レ ア・ プッ ト 村 ︓  
貧 困 層 約 30 世 帯 （幼 稚 
園 周 辺 コ ミュ ニ ティ 23 
世 帯 ＋ ⼩ 学 校 の 裏 の コ 
ミュ ニ ティ 8 世 帯）  
サ ム ロ ン・ チェ イ 村 ︓ 
貧 困 層 10 世 帯  

事 業 の ⽬ 的  地 雷 埋 設 地 域 の コ ミュ ニ ティ と 各 家 族 の レ ジ リ エ ン ス 向 上 に よ る 貧 困 削 減。  

事 業 の 内 容  

【収 ⼊ 向 上 ⽀ 援】  
ロ カ ブッ ス 村 で は、 持 続 的 な 村 ⼈ た ち の ⽣ 活 向 上 の た め、 モ デ ル ファー ム を 
建 設 し、 有 機 野 菜 栽 培、 家 畜 飼 育、 有 ⽤ 昆 ⾍ の 飼 育 を 向 上 さ せ る と と も に、 
村 ⼈ た ち へ 普 及 を 図 る。 ファー マー ズ・ マー ケッ ト の 販 売 ⽀ 援、 家 畜 銀 ⾏ の 
運 営 に よっ て、 ⾃ 然 資 源 を 利 ⽤ し た 持 続 的 で 多 様 な 収 ⼊ 源 の 確 保 の た め の ⽀ 
援 を 実 施 す る。 プ レ ア・ プッ ト 村 で は、 貧 困 層 を 対 象 に ヤ ギ 銀 ⾏ と 鶏 銀 ⾏ の 
⽀ 援 を 継 続 す る。 サ ム ロ ン・ チェ イ 村 で は、 ⽜ 銀 ⾏ の ⽀ 援 を 継 続 し、 収 ⼊ 源 
を 確 保 す る ⽀ 援 を 実 施 す る。  
【基 礎 教 育 ⽀ 援】  
プ レ ア・ プッ ト 村 の 編 ⼊ さ れ た コ ミュ ニ ティ で、 ⼩ 学 校 が 遠 い た め に 通 え な 
い ⼦ た ち 約 28 名 に 基 礎 教 育 ⽀ 援 を 実 施 す る。  

主 な 成 果  

【収 ⼊ 向 上 ⽀ 援】  
■ ロ カ ブッ ス 村  
ファー マー ズ・ マー ケッ ト の 部 屋 を 建 設 し、 村 の 農 産 物 の 販 売 ⽀ 援 を し た。  
⼟ 地 を 所 有 し て い な い 最 貧 困 層 の 村 ⼈ 2 世 帯 に モ デ ル ファー ム で の 野 菜 栽 培 
や 家 畜 飼 育 の ⽀ 援 を し た。  家 畜 銀 ⾏ で は、 46 世 帯 へ の 家 畜 (⽜、 や ぎ、 鶏、 
ア ヒ ル、 豚） を 貸 し 出 し、 2020 年 2 ⽉ 時 点 ま で に 合 計 US$7,242.5 の 収 ⼊ に 
つ な がっ て い る。  
■ プ レ ア・ プッ ト 村  
18 世 帯 へ ヤ ギ と 鶏 を 貸 し 出 し、 合 計 US$2,319 の 収 ⼊ に つ な がっ て い る。  
■ サ ム ロ ン・ チェ イ 村  
5 世 帯 へ 雌 ⽜ を 貸 し 出 し、 3 世 帯 で 合 計 US$813 の 収 ⼊ に なっ て い る。  
【基 礎 教 育 ⽀ 援】  
プ レ ア・ プッ ト 村 の ⼩ 学 校 が 遠 い た め に 学 校 へ 通 え な い 約 30 名 の ⼦ ど も た 
ち へ の 基 礎 教 育 ⽀ 援 （幼 稚 園、 ⼩ 学 校 の 授 業 の ⽀ 援） と し て 先 ⽣ を コ ミュ ニ 
ティ に 派 遣 し、 授 業 を 実 施 し た。  
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ア ジ ア （ 3 ）  

カ ン ボ ジ ア 地 雷 埋 設 地 域 の 脆 弱 な 障 害 者 家 族 へ の ⽣ 計 向 上 ⽀ 援 プ ロ ジェ ク ト  

活 動 地 域 （活 動 国）  事 業 実 施 期 間  受 益 者 カ テ ゴ リー  受 益 者 数 （単 年 度）  

カ ン ボ ジ ア  
バッ タ ン バ ン 州  
カ ム リ エ ン 郡  

2017 年 4 ⽉〜 2021 年 1 ⽉  
（今 年 度 は 2019 年 4 
⽉〜 2020 年 3 ⽉）  

貧 困 層 地 雷 被 害 者 を 含 
む 障 害 者  

カ ム リ エ ン 郡 地 雷 被 害 
者 を 含 む 障 害 者 約 100 
家 族 +5 世 帯  

事 業 の ⽬ 的  カ ム リ エ ン 郡 の 障 害 者 と そ の 家 族 の ⽣ 計 向 上。  

事 業 の 内 容  
⾃ 然 資 源 を 利 ⽤ し た 農 業 技 術 訓 練、 家 畜 銀 ⾏ の 設 ⽴、 家 庭 菜 園 の 推 進、 ⽔ の 
確 保 ⽀ 援 と と も に 環 境・ グ ロー バ ル 化 の リ ス ク・ 収 ⽀ バ ラ ン ス に 関 す る ワー 
ク ショッ プ の 実 施。  

主 な 成 果  

(1) カ ウ ン ター パー ト 団 体、 バッ タ ン バ ン 州 農 林 ⽔ 産 局 と 現 地 NGO の 
CRDNASE と 四 半 期 ご と の ミー ティ ン グ の 実 施、 モ ニ タ リ ン グ 調 査 の 実 施 を 
し た。  
(2) 障 害 者 と そ の 家 族 に、 お ⾦ と グ ロー バ ル 経 済 の リ ス ク の ワー ク ショッ プ 
を 実 施 し、 8 割 以 上 が 内 容 を 理 解 し た。 各 世 帯 の コ ン サ ル ティ ン グ を し、 ビ 
ジ ネ ス プ ラ ン の 作 成 を サ ポー ト し た。  
(3) 家 庭 菜 園 に よ り 2019 年 4 ⽉ -2020 年 3 ⽉ ま で の １ 年 間 で、 100 世 帯 平 均 
US$ 18.35 を ⾃ 家 消 費、 US$ 7.78 分 を 隣 ⼈ へ 配 布 し、 US$ 10.22 分 を 販 売 し 
た。  
(4)   事 業  3 年 ⽬ 第 4 四 半 期 (2020 年 3 ⽉) ま で の 期 間 に お い て、 や ぎ 銀 ⾏ 対 象 57 
世 帯 に お い て US$15,559 の 収 ⼊ が 確 認 さ れ、 事 業 2 年 ⽬ の 終 了 時 点 か ら 6.83 
倍 増 加 し、 収 ⼊ を 得 て い る 世 帯 が 13 世 帯 増 加 し て い る。 鶏 銀 ⾏ 対 象 29 世 帯 
に お い て US$2,121 の 家 畜 販 売 に よ る 収 ⼊ が 確 認 さ れ、 事 業 2 年 ⽬ 終 了 時 か 
ら 約 4.87 倍 の 収 ⼊ 増 加 と なっ た。 収 ⼊ を 得 て い る 世 帯 が 17 世 帯 増 加 し て い 
る。 ハ リ ナ シ ミ ツ バ チ の 養 蜂 で、 4 世 帯 で 収 ⼊ が あ り、 合 計 US$27.75 の 収 
⼊ で あっ た。  

 

ア ジ ア （ 4 ）  

産 学 ⺠ 連 携 に よ る 持 続 可 能 な 森 林 保 全 の た め の ⾃ 然 共 ⽣ 型 産 業 の 普 及 活 動  
ラ オ ス 不 発 弾 汚 染 地 域 に お け る 養 蜂 の 技 術 向 上 と 普 及 を ⽬ 指 し た” farm   miel” プ ロ ジェ ク ト  

活 動 地 域 （活 動 国）  事 業 実 施 期 間  受 益 者 カ テ ゴ リー  受 益 者 数 （単 年 度）  

ラ オ ス  
シ エ ン ク ア ン 県  
ペッ ク 郡  

2017 年 10 ⽉ 〜 2019 年 9 ⽉  
（今 年 度 は 2019 年 4 ⽉ 〜 
2019 年 9 ⽉）  

不 発 弾 汚 染 地 域 に ⽣ 
活 す る 住 ⺠  67 家 族  

事 業 の ⽬ 的  不 発 弾 汚 染 地 域 で も 安 全 に 活 動 が で き、 森 林 を 保 全 し、 ⾃ 然 と 共 ⽣ し な が 
ら、 直 接 的 な 森 林 利 ⽤ の 代 替 と な る ⾃ 然 資 源 を 活 ⽤ し た 産 業 を 確 ⽴ す る。  

事 業 の 内 容  

第 1 年 ⽬ に、 各 団 体 の 連 携 体 制 や 活 動 拠 点 の 整 備 を 実 施 後、 ラ オ ス の シ エ ン 
ク ア ン 県 ペッ ク 郡 ム ア ン 村 と ポ ン カ ム 村 の 2 集 落 を 対 象 と し て、 新 し い 養 蜂 
技 術 の 導 ⼊ や 商 品 化 し た 蜂 蜜 の パ イ ロッ ト 販 売 な ど、 ス ター ト アッ プ ⽀ 援 を 
図 る。 第 2 年 ⽬ は、 持 続 的 な 代 替 産 業 に 向 け た 仕 組 み 作 り と し て、 持 続 的 な 
養 蜂 を ⽬ 指 し た 養 蜂 組 合 の 結 成 や 環 境 教 育 の ワー ク ショッ プ を 開 催 し、 森 林 
保 全 や 環 境 に 配 慮 し た 持 続 可 能 な 商 品 開 発 の 知 ⾒ を 深 め る。  
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主 な 成 果  

事 業 2 年 度 ⽬ に 815kg 、 ポ ン カ ム 村 347kg 、 ム ア ン 村 468kg の 蜂 蜜 の 収 穫 が で 
き た。 2 年 度 ⽬ の 収 量 は、 事 業 開 始 前 の 年 間 収 量 の 302kg と ⽐ 較 す る と、 
270% の 増 加 率、 設 定 し て い た 第 2 年 度 の ⽬ 標 値 の 平 均 15kg の 82% に あ た る 
12kg で あっ た。  養 蜂 従 事 世 帯 数 は、 対 象 と し て い た 67 世 帯 の う ち 1 世 帯 が 事 
業 中 に 村 を 離 れ た た め、 66 世 帯 中 58 世 帯 で 蜂 蜜 を 収 穫 す る こ と が で き、 ⽬ 標 
と し て い た 60 世 帯 の 97% 、 事 業 実 施 前 と ⽐ べ 193% の 増 加 率 と なっ た。 収 ⼊ 
⾯ で は、 2 村 合 計  US$ 4,222 の 収 ⼊ と な り、 各 世 帯 平 均  US$ 63.97 の 収 ⼊ で あっ 
た。 こ れ は 第 1 年 度 の ⽬ 標 値 で あっ た  US$ 47 は 超 え た も の の、 第 2 年 度 の ⽬ 標 
値 の  US$ 98 の 65% で あっ た。  

 
 
２ − ２ ︓ 国 際 協 ⼒ 事 業 （ア フ リ カ）  
【⽅ 針】  
  元 ⼦ ど も 兵 や、 紛 争 被 害 ⼥ 性 な ど 最 も 脆 弱 な ⼈々 を 対 象 に、 可 能 な 限 り 個 別 の ニー ズ に 寄 り 添 い な 
が ら、 必 要 な 物 資、 知 識、 技 術 を 提 供 す る と と も に、 対 象 者 や 対 象 地 域 に 内 在 す る 多 様 な ⼒、 ま た 
は、 ⽂ 化 的・ 伝 統 的 な 価 値 を 活 か し な が ら、 対 象 者 （地 域・ コ ミュ ニ ティ） の ⾃ ⽴ と ⾃ 治 を 促 進 す 
る。  
 
【重 点 項 ⽬】  
  ウ ガ ン ダ 北 部 で の 「南 スー ダ ン 難 ⺠ 居 住 区 及 び ホ ス ト コ ミュ ニ ティ に お け る ⾃ ⽴ ⽀ 援 プ ロ ジェ ク 
ト」 を 本 年 度 の 重 点 項 ⽬ と す る。  
 
【成 果】  
  ウ ガ ン ダ 北 部 （グ ル 県） で は、 元 ⼦ ど も 兵 35 名 と 最 貧 困 層 37 名 に 対 し て 社 会 復 帰 ⽀ 援 を 実 施 し、 訓 
練 期 間 中 の 受 益 者 42 名 は 全 員、 洋 裁 や ⽊ ⼯ ⼤ ⼯ の 職 業 技 術 な ど を 習 得 す る こ と が で き、 ま た、 技 術 訓 
練 後 に 収 ⼊ 向 上 に 取 り 組 ん で い る 受 益 者 30 名 は、 そ れ ぞ れ 個 ⼈・ グ ルー プ で 洋 裁 店 や ⽊ ⼯ ⼤ ⼯ 店 を 開 
業 す る な ど し て、 基 本 的 ニー ズ を 満 た す 収 ⼊ を 得 る こ と が で き る よ う に なっ て い る。 な お、 こ の 30 名 
の 平 均 ⽉ 収 は、 約 6,200 円 で、 こ の ⾦ 額 は 同 地 域 の 住 ⺠ 平 均 よ り ⾼ く、 ま た、 ⼀ ⼈ 当 た り 平 均 3,800 円 
の 貯 ⾦ を 保 持 す る こ と が で き て い る。 加 え て、 そ の 中 の 63 ％ （ 19 名） は、 ⾃ ⾝ が 習 得 し た 技 術 を 周 辺 
住 ⺠ た ち に 教 え る な ど し て、 社 会 的 な 関 係 性 も 向 上 し て い る。  
  合 わ せ て、 過 去 に 社 会 復 帰 し た 元 ⼦ ど も 兵 ら が ⻑ 期 的 に ⾃ ⽴ し た ⽣ 活 が ど の 程 度 で き て い る の か、 
な ど 社 会 経 済 的 な 状 況 を 調 査 し、 同 プ ロ ジェ ク ト を 改 善 す る た め に 必 要 な デー タ を 収 集 す る こ と が で 
き た。  
  ま た、 ア ジュ マ ニ 県 で は、 南 スー ダ ン か ら 逃 れ て き た 難 ⺠ 51 世 帯 （ 181 名） に 対 し、 ⽣ 活 物 資 な ど を 
供 与 す る こ と が で き た。 同 時 に、 南 スー ダ ン 難 ⺠ 61 名 と ホ ス ト コ ミュ ニ ティ の 住 ⺠ 47 名 に 対 し て ⾃ ⽴ 
⽀ 援 を ⾏ い、 2 期 ⽣ 68 名 が ⾃ ⽴ す る た め に 必 要 な 洋 裁、 編 物、 ⽊ ⼯ ⼤ ⼯、 レ ン ガ 積 み、 ビ ジ ネ ス 運 営 な 
ど の 訓 練 を ⾏ い、 受 益 者 が 技 術 を 習 得 す る こ と が で き、 そ の 後、 そ れ ぞ れ が グ ルー プ で 開 業 し、 ⾃ ら 
の ⼒ で 収 ⼊ を 得 る こ と が で き て い る。 な お、 昨 年、 開 業 し た 1 期 ⽣ 40 名 に 対 し て も フォ ロー アッ プ を ⾏ 
い、 貯 蓄 グ ルー プ の 形 成 を 促 進 す る な ど し て、 安 定 し て 収 ⼊ を 得 ら れ る よ う に サ ポー ト す る こ と が で 
き た。  
  コ ン ゴ ⺠ 主 共 和 国 に お い て は、 南 キ ブ 州 で、 国 内 避 難 ⺠ や 紛 争 被 害 ⼥ 性 な ど 30 世 帯 を 対 象 に 養 蜂 技 
術 訓 練 を ⾏ い、 そ れ に 必 要 な ⽤ 具 や 器 具 を 提 供 し、 １ 世 帯 あ た り 平 均 15 個 の 巣 箱 を 設 置 し、 蜜 蜂 の 誘 
引 に 成 功 し て い る。 ま た、 元 ⼦ ど も 兵 や 孤 児 を 受 け ⼊ れ て い る 25 世 帯 に 対 し て、 家 畜 飼 育 の 研 修 を ⾏ 
い、 各 世 帯 に 2 頭 の ヤ ギ と 5 匹 の モ ル モッ ト を 供 与 し た。 そ れ に よ り、 全 世 帯 の ８ 割 で、 飼 育 と 繁 殖 が 
順 調 に 進 ん で お り、 モ ル モッ ト の 販 売 収 益 で 学 ⽤ 品 を 購 ⼊ す る な ど の 成 果 も ⾒ え 始 め て い る。  
  コ ン ゴ ⺠ 主 共 和 国 中 央 カ サ イ 州 に お い て は、 紛 争 被 害 ⼥ 性 200 名 が、 パ イ ナッ プ ル ジュー ス 作 り、 ⽯ 
鹸 作 り に よ り、 安 定 し た 収 ⼊ を 得 る こ と が で き、 ま た 60 名 の 紛 争 被 害 ⼥ 性 が 洋 裁 技 術 を 習 得 し、 そ の 
う ち 30 名 は 既 に 洋 裁 店 を 開 業 し て 収 ⼊ を 得 る こ と が で き る よ う に なっ て い る。  
  ブ ル ン ジ に お い て は、 シ ン グ ル マ ザー や ス ト リー ト チ ル ド レ ン な ど の 社 会 的 弱 者 88 世 帯 （ 400 名） に 
対 し ⾃ ⽴ ⽀ 援 を ⾏ い、 う ち 48 世 帯 の 受 益 者 が、 養 豚、 養 蜂 の 技 術 を 習 得 し、 残 り の 40 世 帯 の 受 益 者 ら 
は 昨 年、 習 得 し た 洋 裁 や ヘ ア ド レッ シ ン グ の 技 術 を 使っ て、 店 舗 を 運 営 し、 収 ⼊ を 得 る こ と が で き て 
い る。 加 え て、 対 象 者 間 の 相 互 扶 助 を 促 進 し、 豪 ⾬ 被 害 を 受 け た 近 隣 住 ⺠ の 修 復 ⽀ 援 を ⾏ う な ど し 
て、 ソー シャ ル キャ ピ タ ル （社 会 関 係 資 本） も 向 上 し て い る。 加 え て、 国 際 移 住 機 関 (IOM ） と 協 働 
し、 帰 還 ⺠・ 国 内 避 難 ⺠・ ホ ス ト コ ミュ ニ ティ 住 ⺠ 計 210 名 に 対 し、 ⽣ 計 向 上 の た め の 短 期 間 の 訓 練・ 
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開 業 ⽀ 援 を 実 施 し た。 更 に、 ク イッ ク イ ン パ ク ト プ ロ ジェ ク ト を 通 し て、 公 共 の 利 益 と な る よ う な 活 
動 を 実 施 し、 ⼈々 の 関 係 性 が 強 化 さ れ た。  
  
【課 題】  
  ウ ガ ン ダ に お い て は、 現 在 も 90 万 ⼈ 近 く の 南 スー ダ ン 難 ⺠ が 滞 在 し て お り、 3 年 以 上、 ⾷ 料 援 助 が 続 
け ら れ て お り、 難 ⺠ が 依 存 体 質 に 陥っ て い る 状 況 が 懸 念 さ れ る。 働 く 能 ⼒、 意 欲、 体 ⼒ の あ る 若 者 た 
ち に とっ て も 就 業 の 機 会 が 乏 し く、 ま た、 ⻑ 年 の 援 助 慣 れ の 影 響 で ⾃ ⽴ マ イ ン ド が 低 下 し て い る こ と 
が 懸 念 さ れ る。 こ れ は ⾃ ⽴ ⽀ 援 を 受 け た 当 会 受 益 者 ら に も 影 響 し て お り、 地 道 に 仕 事 に よ り 収 ⼊ を 向 
上 す る こ と よ り も 援 助 物 資 に 依 存 し て し ま う こ と が 危 惧 さ れ る。 今 後、 ⾃ ⽴ し た ⽣ 活 を す る こ と の 意 
味 と 意 義 を 理 解 し て も ら え る よ う な 働 き か け を 強 化 し て い く こ と が 事 業 の イ ン パ ク ト を ⾼ め る 上 で 不 
可 ⽋ で あ る。  
  ま た、 コ ン ゴ ⺠ 主 共 和 国 東 部 （南 キ ブ 州、 ウ ビ ラ ⾏ 政 区） に お い て は、 治 安 悪 化 が 続 い て お り、 研 
修 な ど を ⼗ 分 な 形 で 実 施 す る こ と が 困 難 で あ り、 定 期 的 に 現 地 ス タッ フ が 訪 問 し、 ⽣ 産 に 必 要 な 材 料 
や 資 材 の 提 供、 ⽣ 活 ⽀ 援 を ⾏っ た が、 ⾃ ⽴ 的 な ⽣ 産 者 協 同 組 合 の 運 営 が 困 難 な 状 況 に 陥っ て い る。 今 
後、 治 安 回 復 後 に フォ ロー アッ プ を 強 化 し て い く 必 要 が あ る。  
ま た、 ブ ル ン ジ に お い て は 2020 年 5 ⽉ に ⼤ 統 領 選 挙 を 控 え て お り、 政 治 不 安 が 事 業 の 運 営 や 受 益 者 の 

収 ⼊ 向 上 活 動 に 悪 影 響 を 与 え な い か が 懸 念 事 項 と し て あ る。 今 年 度、 技 術 を 習 得 し た 受 益 者 た ち が 持 
続 的 に 収 ⼊ を 得 ら れ る よ う に フォ ロー アッ プ を 強 化 し て い く 必 要 が あ る。  
な お、 ウ ガ ン ダ、 コ ン ゴ、 ブ ル ン ジ 全 て の 国 に お い て、 2020 年 3 ⽉ 以 降 は、 コ ロ ナ ショッ ク の 影 響 

で、 国 が ロッ ク ダ ウ ン さ れ る な ど 社 会 経 済 活 動 に 甚 ⼤ な 悪 影 響 を 及 ぼ し て い る。 す べ て の 事 業 に とっ 
て ⼤ き な 影 響 を 及 ぼ し か ね な い、 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス の 感 染 拡 ⼤ お よ び 社 会 経 済 活 動 の 制 約 に 対 し 
て、 敏 速 か つ 相 当 量 の 追 加 ⽀ 援 を 今 後 検 討 し て い く 必 要 が あ る。  
  

ア フ リ カ （ 1 ）  

ウ ガ ン ダ 北 部 に お け る 元 ⼦ ど も 兵 社 会 復 帰 ⽀ 援 プ ロ ジェ ク ト  

活 動 地 域 （活 動 国）  事 業 実 施 期 間  受 益 者 カ テ ゴ リー  受 益 者 数 （単 年 度）  

ウ ガ ン ダ 共 和 国  
グ ル 県、 パ デー 県、  
キ ト グ ム 県、 ア ム ル 県  

2005 年〜 2022 年  
（今 年 度 は 2019 年 4 ⽉〜 
2020 年 3 ⽉）  

元 ⼦ ど も 兵 及 び そ の 家 
族・ 最 貧 困 層 住 ⺠  

元 ⼦ ど も 兵 35 名 と そ の 受 
け ⼊ れ 家 族・ 及 び 貧 困 層 
37 名  

事 業 の ⽬ 的  
元 ⼦ ど も 兵 が 社 会 復 帰 す る た め に 必 要 な 能 ⼒ を ⾝ に つ け、 経 済 的 に ⾃ ⽴ す る と 
と も に 地 域 住 ⺠ と の 関 係 を 改 善 し な が ら コ ミュ ニ ティ で 安 ⼼ し て 暮 ら せ る よ う 
に な る こ と。  

事 業 の 内 容  

ウ ガ ン ダ 北 部 地 域 グ ル 県 に て 反 政 府 軍 （神 の 抵 抗 軍） に 誘 拐 さ れ 兵 ⼠ と し て 戦 
わ せ ら れ て き た 元 ⼦ ど も 兵 を 対 象 に、 職 業 訓 練、 基 礎 教 育、 平 和 教 育、 ⼼ 理 社 
会 ⽀ 援、 BHN ⽀ 援、 収 ⼊ 向 上 ⽀ 援 な ど を 組 み 合 わ せ た 包 括 的 な カ リ キュ ラ ム 
で、 元 ⼦ ど も 兵 の 社 会 復 帰 ⽀ 援 を 実 施 し た。  
※ BHN （ Basic   Human   Needs ） ⼈ 間 と し て の 基 本 的 ニー ズ  

主 な 成 果  

(1) 能 ⼒ 向 上 の 訓 練 期 間 中、 受 益 者 の 元 ⼦ ど も 兵 及 び そ の 受 け ⼊ れ 家 族 の 「⼈ 
間 と し て の 基 本 的 ニー ズ （医 （⾐） ･ ⾷・ 住）」 が 満 た さ れ、 元 ⼦ ど も 兵 が 社 
会 復 帰 訓 練 に 集 中 す る こ と が で き る よ う に なっ た （ 10 期 ⽣ 42 名）。  
(2) 受 益 者 が 収 ⼊ を 得 る 為 に 必 要 な 知 識 と 技 術 を ⾝ に つ け る た め 訓 練 を 受 け た 
（ 10 期 ⽣ 42 名）。  
(3) 受 益 者 全 員 が 地 域 住 ⺠ と の 間 で 問 題 な く ⽣ 活 で き る よ う に なっ て お り、 さ 
ら に、 63 ％ の 受 益 者 が 地 域 住 ⺠ へ の 貢 献 活 動 を ⾏っ て い る。 9 名 の 洋 裁 技 術 習 
得 者 が 地 域 住 ⺠ に 洋 裁 技 術 を 教 え、 10 名 の ⽊ ⼯ ⼤ ⼯ 技 術 習 得 者 も 職 場 で 地 域 住 
⺠ に 同 技 術 を 教 え て お り、 相 互 扶 助 （助 け 合 い） の 活 動 が 促 進 さ れ て い る (9 期 
⽣ 30 名)。  
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(4) 受 益 者 が 習 得 し た 知 識 と 技 術 を 使っ て、 ⾐ ⾷ 住 を 満 た す だ け の 収 ⼊ を 得 る 
こ と が で き て い る。 平 均 ⽉ 収 は、 約 6,200 円 で こ の ⾦ 額 は 同 地 域 の 住 ⺠ 平 均 よ 
り ⾼ く、 ま た、 ⼀ ⼈ 当 た り 平 均 3,800 円 の 貯 ⾦ を 保 持 で き て い る (9 期 ⽣ 30 名)。  

 

ア フ リ カ （ 2 ）  

元 ⼦ ど も 兵 社 会 復 帰 ⽀ 援 プ ロ ジェ ク ト に お け る ⻑ 期 的 イ ン パ ク ト 評 価 事 業  

活 動 地 域 （活 動 国）  事 業 実 施 期 間  受 益 者 カ テ ゴ リー  受 益 者 数 （単 年 度）  

ウ ガ ン ダ 共 和 国  
グ ル 県、 パ デー 県、  
キ ト グ ム 県、 ア ム ル 県  

2019 年 4 ⽉〜 2020 年 3 ⽉  当 会 で の 社 会 復 帰 ⽀ 
援 を 完 了 し た 元 ⼦ ど 
も 兵  

73 名 （第 4 期 ⽣〜 6 期 
⽣）  

事 業 の ⽬ 的  

当 会 の ⽀ 援 に よ り 社 会 復 帰 し た 元 ⼦ ど も 兵 の 現 状 を 調 査 す る こ と で、 社 会 復 
帰 プ ロ ジェ ク ト の ⻑ 期 的 な イ ン パ ク ト を 評 価、 分 析 す る こ と、 及 び、 そ れ に 
よ り、 対 象 者 （地 域） の ⾃ ⽴ と ⾃ 治 を 促 進 す る た め の よ り 効 果 的 な ⽀ 援 ア プ 
ロー チ を 模 索 す る こ と。  

事 業 の 内 容  
2008 年〜 2014 年 に 当 会 の 社 会 復 帰 ⽀ 援 を 受 け て ⾃ ⽴ し た 元 ⼦ ど も 兵 73 名 （４ 
期 ⽣〜 ６ 期 ⽣） を 対 象 に、 現 在 の 経 済 状 況、 資 産、 社 会 関 係 性 な ど を 量 的・ 
質 的 に 調 査 し た。  

主 な 成 果  
元 ⼦ ど も 兵 が ⻑ 期 的 に 安 定 し た ⽣ 活 や、 ウェ ル ビー イ ン グ を 維 持 す る た め に 
重 要 な ファ ク ター、 ま た、 レ ジ リ エ ン ス が ⾼ ま る メ カ ニ ズ ム を 分 析 す る た め 
に 必 要 な デー タ を 得 る こ と が で き た。  

 

ア フ リ カ （ 3 ）  

南 スー ダ ン 難 ⺠ 居 住 区 に お け る PSNs に 対 す る オー ダー メ イ ド 型 ⼈ 道 ⽀ 援 プ ロ ジェ ク ト  

活 動 地 域 （活 動 国）  事 業 実 施 期 間  受 益 者 カ テ ゴ リー  受 益 者 数 （単 年 度）  

ウ ガ ン ダ 共 和 国  
ア ジュ マ ニ 県、  
南 スー ダ ン 難 ⺠ 居 住 区  

2019 年 4 ⽉〜 2020 年 3 ⽉  南 スー ダ ン 難 ⺠  
51 世 帯  
（ 181 名）  

事 業 の ⽬ 的  対 象 世 帯 そ れ ぞ れ の 状 況 と 特 性 に 応 じ て 必 要 な 物 資 ま た は サー ビ ス を 供 与 す 
る こ と で、 対 象 者 が BHN を 満 た す こ と。  

事 業 の 内 容  

PSNs を 対 象 と し て、 個 別 の ニー ズ に 応 じ た モ ノ と サー ビ ス を 供 与 し、 そ れ 
に よ り 短 期 的 に 対 象 者 の ⾐ （医）・ ⾷・ 住、 ⼦ ど も の 初 等 教 育 な ど ⼈ 間 と し 
て の 基 本 的 ニー ズ を 満 た す た め の 活 動 を 実 施 す る。 ⾷ 料 や 医 療 な ど 他 の 援 助 
機 関 が 配 給 し て い る 援 助 物 資 と の 重 複 を 避 け、 PSNs に ⾏ き 届 い て い な い モ 
ノ と サー ビ ス を オー ダー メ イ ド 型 ⽀ 援 に よ り 供 与 し て い く。  
※ PSNs （ Persons   with   Special   Needs ）  
     特 別 な ニー ズ を 持っ た ⼈々 ／ 最 も 脆 弱 な 状 況 に 置 か れ て い る ⼈々  

主 な 成 果  PSNs の 中 で、 主 に ⾼ 齢 者 の 難 ⺠ に 対 し て き め 細 か い ニー ズ を 把 握 し、 そ れ 
を 満 た す た め に 必 要 な 物 資 を 受 益 者 に 供 与 し た。  
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ア フ リ カ （ 4 ）  

南 スー ダ ン 難 ⺠ 居 住 区 及 び ホ ス ト コ ミュ ニ ティ に お け る ⾃ ⽴ ⽀ 援 プ ロ ジェ ク ト  

活 動 地 域 （活 動 国）  事 業 実 施 期 間  受 益 者 カ テ ゴ リー  受 益 者 数 （単 年 度）  

ウ ガ ン ダ 共 和 国  
ア ジュ マ ニ 県  

2018 年 2 ⽉〜 2021 年 2 ⽉ 
（今 年 度 は 2019 年 4 
⽉〜 2020 年 3 ⽉）  

南 スー ダ ン 難 ⺠ 及 び ホ 
ス ト コ ミュ ニ ティ 最 貧 
困 層 住 ⺠  

南 スー ダ ン 難 ⺠ 61 名 及 
び ホ ス ト コ ミュ ニ ティ 
住 ⺠ 47 名  

事 業 の ⽬ 的  難 ⺠ 居 住 区 の 南 スー ダ ン 難 ⺠ 及 び ホ ス ト コ ミュ ニ ティ の 最 貧 困 層 が、 職 業 訓 
練 に よ り 必 要 な 能 ⼒ を ⾝ に つ け 経 済 的 に ⾃ ⽴ す る こ と。  

事 業 の 内 容  

ア ジュ マ ニ 県 パ ギ リ ニ ア 難 ⺠ 居 住 区 の 難 ⺠ と ホ ス ト コ ミュ ニ ティ 住 ⺠ を 対 象 
に、 ⾃ ⽴ ⽀ 援 の た め 洋 裁・ 編 物・ ⽊ ⼯ ⼤ ⼯・ レ ン ガ 積 み、 ビ ジ ネ ス 運 営 の 職 
業 訓 練 等 を 実 施 し、 能 ⼒ 向 上 ⽀ 援 を ⾏ う。 ま た ビ ジ ネ ス 開 業 と そ の 後 の フォ 
ロー アッ プ の 能 ⼒ 向 上 ⽀ 援 を ⾏ う。  

主 な 成 果  

(1)   BHN ⽀ 援 ︓ 訓 練 期 間 中 の 受 益 世 帯 へ BHN （⼈ 間 と し て の 基 本 的 ニー ズ） 
⽀ 援 を ⾏ い、 受 益 者 が、 職 業 訓 練 に 専 念 で き る よ う に なっ た。  
(2) 能 ⼒ 向 上 ⽀ 援 ︓ 受 益 者 が、 洋 裁・ 編 物・ ⽊ ⼯ ⼤ ⼯・ レ ン ガ 積 み の 職 業 訓 
練 を 受 け、 必 要 な 技 術・ 知 識 を ⾝ に つ け た。  
(3) 収 ⼊ 向 上 ⽀ 援 ︓ 訓 練 を 完 了 し た 2 期 ⽣ 68 名 の 内、 64 名 が 洋 裁・ 編 物・ ⽊ ⼯ 
⼤ ⼯ の 店 舗 を 構 え、 ま た レ ン ガ 積 み の グ ルー プ を 形 成 し て 開 業 し、 収 ⼊ を 得 
た。  
(4) ビ ジ ネ ス を ⾏ う 1 期 ⽣ 40 名 に 対 し て、 貯 蓄 グ ルー プ 形 成 な ど フォ ロー アッ 
プ を ⾏ い 収 ⼊ 獲 得 を サ ポー ト し た。  

 

ア フ リ カ （ 5 ）  

ウ ガ ン ダ 北 部 に お け る 畜 産 ⽀ 援 に よ る 酪 農 組 合 開 発 事 業 （第 2 フェー ズ） 後 ⽅ ⽀ 援 事 業  

活 動 地 域 （活 動 国）  事 業 実 施 期 間  受 益 者 カ テ ゴ リー  受 益 者 数 （単 年 度）  

ウ ガ ン ダ 共 和 国  
グ ル 県  

2019 年 4 ⽉〜 2022 年 3 ⽉ 
（今 年 度 は 2019 年 4 ⽉〜 
2020 年 3 ⽉）  

貧 困 層  

計 74 世 帯 ︓  
１） パ イ ロッ ト 事 業 の 
酪 農 ⽀ 援 対 象 44 世 帯  
２） 第 2 フェー ズ の 酪 農 
⽀ 援 対 象 30 世 帯  

事 業 の ⽬ 的  

ウ ガ ン ダ 北 部 地 域 グ ル 県 と オ モ ロ 県 に お い て、 2018 年 10 ⽉ に 終 了 し た パ イ 
ロッ ト 事 業 で は、 ⼩ 規 模 農 家 が マ イ ク ロ リー ジ ン グ に よ り 乳 ⽜ を ⼊ ⼿ し て 
お り、 引 き 続 き、 酪 農 活 動 や ロー ン 返 済 の モ ニ タ リ ン グ を ⾏ う。  
ま た 第 ２ フェー ズ の 酪 農 ⽀ 援 を 2019 年 4 ⽉ か ら グ ル 県 ウ ニャ マ 副 郡 で 開 始 す 
る。 酪 農 組 合 の 設 ⽴ を ⽀ 援 し、 現 地 農 ⺠ が 酪 農 に 必 要 な 乳 ⽜ を、 酪 農 組 合 
が マ イ ク ロ リー ジ ン グ を 活 ⽤ し て 導 ⼊ す る 。  
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事 業 の 内 容  

・ パ イ ロッ ト 事 業 の モ ニ タ リ ン グ  
・ 第 ２ フェー ズ ︓  
  ① 準 備 ︓ 組 合 職 員 リ ク ルー ト、 活 動 地・ 受 益 者 選 定、 社 会 資 本 形 成 研 修  
  ② 研 修 ︓ 酪 農 研 修 実 施、 サ イ レー ジ 作 り、 ⽜ 舎 建 設、 酪 農 組 合 整 備  
  ③ 配 置 ︓ 乳 ⽜ 配 置、 飼 養 管 理 徹 底、 モ ニ タ リ ン グ 強 化、 ロー ン 返 済 開 始  
  ④ モ ニ ター ︓ 乳 ⽜ 取 り 扱 い 研 修、 繁 殖  

主 な 成 果  上 記 の 公 益 財 団 法 ⼈ ⽇ 本 国 際 協 ⼒ 財 団 が 実 施 す る 活 動 に 対 す る 後 ⽅ ⽀ 援 を 
実 施 し た。  

  

ア フ リ カ （ 6 ）  

南 キ ブ 州 に お け る 紛 争 下 で ⽣ き る 最 脆 弱 層 世 帯 の 初 等 教 育 ⽀ 援 お よ び 養 蜂 ビ ジ ネ ス 起 業 ⽀ 援 プ ロ ジェ 
ク ト  

活 動 地 域 （活 動 国）  事 業 実 施 期 間  受 益 者 カ テ ゴ リー  受 益 者 数 （単 年 度）  

コ ン ゴ ⺠ 主 共 和 国  
南 キ ブ 州、  
カ レ ヘ ⾏ 政 区、  
カ ロ ン ゲ 区 域  

2019 年 4 ⽉〜 2020 年 3 ⽉  ① 最 脆 弱 層 （主 に 寡 
婦、 国 内 避 難 ⺠、 性 的 
暴 ⼒ を 受 け た ⼥ 性、 最 
貧 困 層）  
② 最 脆 弱 世 帯 の ⼦ ど も 
（孤 児 及 び 元 ⼦ ど も 
兵）  

① 最 脆 弱 層 30 世 帯   
② 最 脆 弱 層 世 帯 の ⼦ ど 
も 250 名  

事 業 の ⽬ 的  
① 紛 争 下 で 暮 ら す 最 脆 弱 層 が 養 蜂 技 術 を 習 得 し、 養 蜂 ビ ジ ネ ス を 起 業 す る 
こ と で、 収 ⼊ 源 を 確 保 す る こ と。 ② 最 脆 弱 層 世 帯 の ⼦ ど も た ち （元 ⼦ ど も 
兵 及 び 孤 児） が 初 等 教 育 の 機 会 を 得 る こ と。  

事 業 の 内 容  

紛 争 下 で 暮 ら す 最 脆 弱 層 ⼥ 性 や 最 貧 困 層 30 世 帯 を 対 象 に 養 蜂 の 技 術 訓 練 を 
⾏ い、 養 蜂 ビ ジ ネ ス を 開 始 す る た め の 技 術 指 導 や 備 品 の 供 与、 養 蜂 場 の 整 
備 な ど の ⽀ 援 を ⾏っ た。 ま た、 同 地 域 で 初 等 教 育 か ら 取 り 残 さ れ た 孤 児 や 
元 ⼦ ど も 兵 250 名 へ 初 等 教 育 を 受 け る た め に 必 要 な 学 業 ⽀ 援 を 実 施 し た。 
（但 し、 養 蜂 ビ ジ ネ ス の 対 象 ⼈ 数 は 当 初 予 定 し て い た 50 名 か ら 30 世 帯 に 変 
更 し た。 理 由 は、 個 ⼈ で は な く 世 帯 ご と で 家 族 が 共 同 で 養 蜂 活 動 を ⾏ い た 
い と の 要 望 が ⼤ き かっ た こ と と、 「コ ン ゴ 東 部 南 キ ブ 州 に お け る ⼦ ど も の 
徴 兵 予 防 プ ロ ジェ ク ト」 に よ る 家 畜 飼 育 対 象 者 を 増 加 す る ニー ズ が ⾼ かっ 
た た め。）  

主 な 成 果  

① 最 脆 弱 層 30 世 帯 （各 世 帯 平 均 1 名〜 2 名） が 養 蜂 技 術 を 習 得 し、 そ れ ぞ れ 
の 居 住 地 近 く に 養 蜂 場 30 カ 所 の 整 備 が 完 了 し た。 ま た、 ⼀ 世 帯 当 た り 平 均 
15 箱 の 養 蜂 箱 を 設 置 し、 そ の う ち 約 ６ 割 の 養 蜂 箱 で ミ ツ バ チ の 誘 引 に 成 功 
し、 巣 が 根 付 い て い る。 ま た、 収 穫 後 の 加 ⼯ を ⾏ う た め の 資 機 材 の 調 達 を 
完 了 し た。 た だ し、 治 安 の 悪 化 と 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス の 影 響 に よ り 3 ⽉ 以 降 
の 採 蜜 及 び 加 ⼯、 商 品 化 の 活 動 は ⼀ 時 停 ⽌ し て い る 状 況 に あ る。  
② 元 ⼦ ど も 兵 及 び 孤 児 250 名 が 地 元 の ⼩ 学 校 に 通 い、 適 切 な 就 学 状 況 を 整 え 
る こ と が で き た。 た だ し、 3 ⽉ 以 降、 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス 対 策 に よ り 政 府 が 
学 校 を 閉 鎖 し た た め、 現 時 点 で は 学 校 で の 教 育 が 受 け ら れ て い な い 状 況 に 
あ る。  
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ア フ リ カ （ 7 ）  

コ ン ゴ 東 部 南 キ ブ 州 に お け る ⼦ ど も の 徴 兵 予 防 プ ロ ジェ ク ト  

活 動 地 域 （活 動 国）  事 業 実 施 期 間  受 益 者 カ テ ゴ リー  受 益 者 数 （単 年 度）  

コ ン ゴ ⺠ 主 共 和 国  
南 キ ブ 州、  
カ レ ヘ ⾏ 政 区、  
カ ロ ン ゲ 区 域  

2019 年 4 ⽉〜 2020 年 3 ⽉  元 ⼦ ど も 兵 及 び 孤 児 
の 受 け ⼊ れ 世 帯  

直 接 受 益 者 ︓ 25 世 帯 約 
150 名  

事 業 の ⽬ 的  
紛 争 下 で 暮 ら す 元 ⼦ ど も 兵 及 び 孤 児 の 受 け ⼊ れ 家 族 が 収 ⼊ 源 を 確 保 し、 ⼦ ど 
も の 徴 兵 を 予 防 す る こ と  

事 業 の 内 容  

元 ⼦ ど も 兵 や 孤 児 を 受 け ⼊ れ て い る 世 帯 が 収 ⼊ 源 を 確 保 す る こ と を め ざ し 
て、 家 畜 飼 育 の 技 術 指 導 お よ び、 家 畜 の 提 供 を ⾏っ た 。 当 初、 10 世 帯 （約 
60 名） を 対 象 に し て い た が、 同 活 動 の ニー ズ が ⾼ く、 対 象 者 を 25 世 帯 （約 
150 名） に 拡 ⼤ し、 1 世 帯 あ た り ２ 頭 の ヤ ギ （雄 雌 ⼀ 頭 づ つ） と ５ 匹 の モ ル 
モッ ト を 供 与 し た。 ⼀ ⽅、 当 初 予 定 し て い た ⼩ 学 校 へ の 修 繕 費 や 運 営 費 の ⽀ 
援 は 上 記 の 事 項 を 優 先 し て 実 施 し た た め、 今 年 度 は ⾏ わ な かっ た。  

主 な 成 果  

全 世 帯 の ８ 割 で、 飼 育 と 繁 殖 が 順 調 に 進 ん で お り、 モ ル モッ ト の 販 売 収 益 で 
学 ⽤ 品 を 購 ⼊ す る な ど の 成 果 も ⾒ え 始 め て い る。 ま た、 こ れ ま で は、 炭 や 農 
作 物 を 遠 ⽅ ま で 1 ⽇ 〜 2 ⽇ か け て 運 ぶ 重 労 働 で し か 現 ⾦ 収 ⼊ を 得 ら れ な かっ 
た 対 象 者 （特 に シ ン グ ル マ ザー の ⼥ 性 た ち） が、 「こ れ ま で は、 ⼩ さ な ⼦ ど 
も を 家 に お い て 遠 出 し な け れ ば い け な かっ た が、 今 は、 家 の 周 り で ヤ ギ の 世 
話 を し な が ら、 ⼦ ど も の ⾯ 倒 を ⾒ る こ と も で き る よ う に なっ た」 と い う 声 も 
聞 か れ た。 家 畜 飼 育 は 家 族 全 員 が 協 ⼒ し な が ら、 （離 れ ず に） ⾏ う こ と が で 
き る の で、 武 装 グ ルー プ に 襲 わ れ た り、 徴 兵 さ れ る リ ス ク も 減 少 し て い る。 
⼀ ⽅ 、 繁 殖 後 に 家 畜 を す ぐ に 販 売 し て 現 ⾦ 化 す る の で は な く、 ⼀ 定 数 の 家 畜 
を 貯 蓄 代 り に 増 や す し て 保 持 し て い く こ と も 様々 な リ ス ク 対 応 す る 上 で 重 要 
で あ り、 今 後、 販 売 （現 ⾦ 化） と 保 持 （貯 蓄） の バ ラ ン ス を ど の よ う に 取 れ 
ば 良 い の か な ど を 個 別 に 助 ⾔ し て い く 必 要 が あ る。  

 

ア フ リ カ （ 8 ）  

南 キ ブ 州 に お け る 紛 争 被 害 ⼥ 性 の ⽣ 計 向 上 ⽀ 援 フォ ロー アッ プ プ ロ ジェ ク ト  

活 動 地 域 （活 動 国）  事 業 実 施 期 間  受 益 者 カ テ ゴ リー  受 益 者 数 （単 年 度）  

コ ン ゴ ⺠ 主 共 和 国  
南 キ ブ 州、 ウ ビ ラ ⾏ 
政 区、 イ タ ラ 区 域  

2019 年 4 ⽉〜 2020 年 3 ⽉  紛 争 の 影 響 を 受 け た 
脆 弱 層 （紛 争 被 害 ⼥ 
性、 最 貧 困 層）  

直 接 受 益 者 ︓ 250 名  

事 業 の ⽬ 的  対 象 者 が 加 盟 す る ⽣ 産 者 協 同 組 合 の 乳 製 品 販 売 の ⽣ 産 性 が 向 上 し、 対 象 者 の 
⽣ 計 が 向 上 す る こ と。  

事 業 の 内 容  
乳 製 品 製 造・ 販 売 を ⾏ う 協 同 組 合 の メ ン バー を 対 象 に、 乳 製 品 の 販 売 を 促 進 
す る た め の、 ⽣ 産 技 術、 組 合 の 管 理 ⽅ 法 に つ い て の 補 完 研 修、 お よ び、 必 要 
な 設 備 の 整 備、 資 材 の 供 与 を ⾏っ た。  
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主 な 成 果  

治 安 悪 化 が 続 き、 想 定 し て い た 研 修 を ⼗ 分 実 施 す る こ と は 困 難 で あっ た が、 
定 期 的 に 現 地 ス タッ フ が 訪 問 し、 ⽣ 産 に 必 要 な 材 料 や 資 材 の 提 供、 及 び、 治 
安 悪 化 に よ り 収 ⼊ が 得 ら れ な い 時 期 の 現 ⾦ で の ⽣ 活 ⽀ 援 を ⾏っ た。 そ れ に よ 
り、 対 象 者 は、 最 低 限 の ⽣ 活 を 維 持 す る こ と が で き た ⼀ ⽅、 ⽣ 産 活 動 が 停 滞 
し て い る 状 況 に あ り、 今 後、 治 安 回 復 後 に フォ ロー アッ プ を 強 化 し て い く 必 
要 が あ る。  

  

  ア フ リ カ （ 9 ）  

中 央 カ サ イ 州 に お け る 紛 争 の 影 響 を 受 け た 最 脆 弱 層 ⼥ 性 に 対 す る レ ジ リ エ ン ス 向 上 プ ロ ジェ ク ト  

活 動 地 域 （活 動 国）  事 業 実 施 期 間  受 益 者 カ テ ゴ リー  受 益 者 数 （単 年 度）  

コ ン ゴ ⺠ 主 共 和 国  
中 央 カ サ イ 州、  
カ ナ ン ガ 市  

2019 年 4 ⽉〜 2020 年 3 ⽉  紛 争 被 害 ⼥ 性 （国 内 
避 難 ⺠、 寡 婦、 孤 
児、 最 貧 困 層 ⼥ 性）  

直 接 受 益 者 ︓ 260 名  
間 接 受 益 者 ︓ 直 接 受 益 
者 の 家 族 1,778 名  

事 業 の ⽬ 的  対 象 者 が 新 た な 収 ⼊ 源 を 維 持 し、 ⽣ 計 を 向 上 す る と と も に、 ソー シャ ル キャ 
ピ タ ル を 増 ⼤ し、 リ ス ク や 困 難 に 対 す る レ ジ リ エ ン ス を 向 上 す る こ と。  

事 業 の 内 容  

直 接 受 益 者 を 対 象 に、 パ イ ナッ プ ル ジュー ス 作 り、 ⽯ 鹸 作 り の ⽣ 産 性 向 上 ⽀ 
援、 販 売 促 進 ⽀ 援、 及 び、 洋 裁 の 技 術 訓 練・ 開 業 ⽀ 援 を ⾏っ た。 ま た、 各 グ 
ルー プ 内 外 の 協 ⼒ 体 制 を 強 化 し、 グ ルー プ ビ ジ ネ ス の 運 営 ⽅ 法 の 指 導、 法 的 
⽀ 援 を 実 施 し た。  

主 な 成 果  

① パ イ ナッ プ ル ジュー ス 作 り に 取 り 組 む 全 グ ルー プ （１ グ ルー プ 25 名 × ４ グ 
ルー プ =100 名） が ジュー ス 販 売 に よ り 収 益 を 向 上 し、 対 象 者 全 員 （ 100 名） 
が 基 本 的 ニー ズ を 満 た し、 安 定 し た 収 ⼊ 源 を 維 持 す る こ と が で き た。  
② ⽯ 鹸 作 り に 取 り 組 む 全 グ ルー プ （１ グ ルー プ 25 名 × ４ グ ルー プ =100 名） が 
⽯ 鹸 販 売 に よ る 収 益 を 向 上 し、 対 象 者 全 員 （ 100 名） が 基 本 的 ニー ズ を 満 た 
し、 安 定 し た 収 ⼊ 源 を 維 持 す る こ と が で き た。  
③ 洋 裁 訓 練 の 対 象 者 全 員 （ 60 名） の う ち 30 名 が グ ルー プ ま た は 個 ⼈ で 洋 裁 
店 舗 を 開 業 し、 そ の う ち 90 ％ 以 上 （ 28 名） が 基 本 的 ニー ズ を 満 た す だ け の 
収 ⼊ を 確 保 す る こ と が で き た。 残 り の 30 名 は 洋 裁 技 術 の 習 得 が で き て い る 
段 階 で あ る。  
な お、 こ れ ら ① 〜 ③ の 成 果 は、 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス 対 策 （ロッ ク ダ ウ ン） の 
影 響 で、 3 ⽉ 以 降 は 収 ⼊ が 極 端 に 減 少 し て い る 状 態 に あ る。  

  

ア フ リ カ （ 10 ）  

ブ ル ン ジ 農 村 部 コ ミュ ニ ティ に お け る 社 会 的 弱 者 （ EVIs ） 世 帯 の ⾃ ⽴ と ⾃ 治 ⽀ 援 プ ロ ジェ ク ト  

活 動 地 域 （活 動 国）  事 業 実 施 期 間  受 益 者 カ テ ゴ リー  受 益 者 数 （単 年 度）  

ブ ル ン ジ 共 和 国  
ム ラ ン ビ ヤ 県 キ ガ ン ダ 
コ ミュー ン  

2018 年 4 ⽉〜 2021 年 3 ⽉ 
（今 年 度 は 2019 年 4 
⽉〜 2020 年 3 ⽉）  

社 会 的 弱 者 （シ ン グ ル 
マ ザー、 ス ト リー ト チ 
ル ド レ ン、 最 貧 困 層 住 
⺠）  

88 世 帯 （約 400 名）  
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事 業 の ⽬ 的  社 会 的 弱 者 が 農 村 コ ミュ ニ ティ 内 で、 周 囲 と の つ な が り を 強 化 し、 基 本 的 
ニー ズ を 満 た し た ⽣ 活 が で き る 環 境 を 整 え る こ と。  

事 業 の 内 容  

対 象 地 域 に お い て、 養 蜂・ 養 豚 の 技 術 ⽀ 援・ 収 ⼊ 向 上 ⽀ 援、 ⼩ 規 模 ビ ジ ネ ス 
の ⽀ 援 を ⾏ う。 そ の 間、 訓 練 に 集 中 で き る よ う、 ⽣ 活 ⽀ 援 と 状 況 に 応 じ た 個 
別 カ ウ ン セ リ ン グ も ⾏ う。 加 え て、 昨 年 度 に 養 蜂・ 洋 裁・ ヘ ア ド レッ シ ン グ 
の 技 術 ⽀ 援 を ⾏ なっ た 対 象 者 の 収 ⼊ 向 上 ⽀ 援 を ⾏ う。 ま た、 ソー シャ ル キャ 
ピ タ ル 向 上 の た め、 対 象 者 に よ る コ ミュ ニ ティ ワー ク な ど を 促 進 す る。  
加 え て、 ⾃ 治 体 （郡） を パー ト ナー と し、 共 同 で の モ ニ タ リ ン グ の 実 施 な ど 
を 通 し て、 ⾃ 治 体 職 員 の 社 会 的 弱 者 ⽀ 援 に 対 す る 意 識 の 向 上、 及 び、 ⾃ 治 体 
の 社 会 保 障 の 取 り 組 み を バッ ク アッ プ し て い く。  

主 な 成 果  

新 た に 受 け ⼊ れ た 48 名 が 10 ヶ ⽉ 間 の 養 蜂・ 養 豚 の 技 術 訓 練 に 参 加、 3 ⽉ に 実 
施 し た 最 終 試 験 に よ り 48 名 が ⼀ 定 数 以 上 の 点 数 を 取 得 し た た め 合 格 し、 収 ⼊ 
を 得 る た め に 必 要 な 技 術 と 知 識 を 習 得 し た。 養 蜂 に お い て は、 今 年 度 は 天 
候・ 盗 難 な ど に よ り 収 穫 が 出 来 な かっ た た め、 来 年 度 も 継 続 し て 技 術 ⽀ 援 を 
実 施 す る。 ま た、 昨 年 度 に ⽀ 援 を し た 洋 裁・ ヘ ア ド レッ シ ン グ の 受 益 者 40 名 
が グ ルー プ で 開 業 し た 店 舗 を 訪 問 し、 技 術 指 導 や 助 ⾔ 等 を ⾏ い、 様々 な 困 難 
に 直 ⾯ し つ つ も、 収 ⼊ を 得 る こ と が 出 来 て い る。  
加 え て、 対 象 者 が 訓 練 に 集 中 で き る よ う ⽣ 活 ⽀ 援 や 個 別 カ ウ ン セ リ ン グ を 実 
施 し た ほ か、 対 象 者 間 の ソー シャ ル キャ ピ タ ル を ⾼ め る た め に コ ミュ ニ ティ 
ワー ク や、 豪 ⾬ 被 害 を 受 け た 近 隣 住 ⺠ の 住 居 の 修 復 ⽀ 援 を 実 施 し た。  

 

ア フ リ カ （ 11 ）  

ブ ル ン ジ に お け る 紛 争 被 害 者 及 び 最 貧 困 層 住 ⺠ の 能 ⼒ 開 発 を 通 し た コ ミュ ニュ ティー レ ジ リ エ ン ス 向 
上 プ ロ ジェ ク ト   フェー ズ ２〜 ⽣ 産 者 協 同 組 合 の 基 盤 整 備 ⽀ 援〜  

活 動 地 域 （活 動 国）  事 業 実 施 期 間  受 益 者 カ テ ゴ リー  受 益 者 数 （単 年 度）  

ブ ル ン ジ 共 和 国  
ム ラ ン ビ ヤ 県  
キ ガ ン ダ コ ミュー ン  

2019 年 4 ⽉〜 2020 年 3 ⽉  紛 争 被 害 者 及 び 最 貧 困 
層 住 ⺠  

約 600 名 （内 訳 ︓ ① 紛 争 
被 害 者 及 び 最 貧 困 層 住 
⺠ 98 名 及 び そ の 同 居 家 
族 約 500 名）  

事 業 の ⽬ 的  対 象 地 域 に お い て ⽣ 産 者 協 同 組 合 を 設 ⽴ し た 紛 争 被 害 者 及 び 最 貧 困 層 が 組 合 
運 営 の 能 ⼒ を 向 上 し、 ⾃ 律 的 に 収 ⼊ を 確 保 し、 財 政 基 盤 を 整 え る こ と。  

事 業 の 内 容  

2015 〜 2018 年 ま で 実 施 し た、 ブ ル ン ジ に お け る 紛 争 被 害 者 及 び 最 貧 困 層 住 
⺠ の 能 ⼒ 開 発 を 通 し た コ ミュ ニュ ティー レ ジ リ エ ン ス 向 上 プ ロ ジェ ク ト の 
フォ ロー アッ プ プ ロ ジェ ク ト と し て、 昨 年 度 に 引 き 続 き、 ⽣ 産 者 協 同 組 合 の 
組 織 運 営 能 ⼒ の 強 化、 養 蜂・ 窯 業・ 農 作 物 の ⼀ 次 加 ⼯ ビ ジ ネ ス に よ る 収 ⼊ 向 
上 ⽀ 援 を ⾏ う。  

主 な 成 果  

2018 年 4 ⽉ に 組 合 と し て 独 ⽴ し て 以 降、 彼 ら が 主 で 活 動 を 実 施 し、 今 年 度 は 
彼 ら の ビ ジ ネ ス 計 画 に 基 づ き、 彼 ら の ビ ジ ネ ス が よ り 強 固 な も の と な る よ 
う、 資 ⾦ ⾯ で の 追 加 ⽀ 援 を 実 施 し た。  
養 蜂 組 合 に 関 し て、 天 候 や 組 合 員 の 意 思 疎 通 の 問 題 に よ り、 収 ⼊ は ⼗ 分 で な 
かっ た も の の、 リー ダー の 再 選 出 を 通 し て 組 合 を ⽴ て 直 す こ と が 出 来 た。 窯 
業 組 合 に お い て は、 特 に 窯 業 活 動 に 注 ⼒ し、 組 合 員 の 関 係 性 も 良 く、 収 ⼊ が 
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得 ら れ て い る。 各 組 合 と も、 収 ⼊ ⾯ で の 課 題 は 依 然 と し て 残 る も の の、 組 合 
運 営 の 能 ⼒ は 向 上 し て い る こ と が 確 認 で き た。  

 

ア フ リ カ （ 12 ）  

マ カ ン バ 県 ニャ ン ザ ラッ ク 郡 に お け る 帰 還 ⺠・ 国 内 避 難 ⺠・ ホ ス ト コ ミュ ニ ティ の 能 ⼒ 強 化 を 通 し た 
コ ミュ ニ ティ レ ジ リ エ ン ス 促 進 プ ロ ジェ ク ト  

活 動 地 域 （活 動 国）  事 業 実 施 期 間  受 益 者 カ テ ゴ リー  受 益 者 数 （単 年 度）  

ブ ル ン ジ 共 和 国  
マ カ ン バ 県 ニャ ン ザ 
ラッ ク コ ミュー ン  

2019 年 5 ⽉〜 2020 年 3 ⽉  
帰 還 ⺠、 国 内 避 難 ⺠、 
ホ ス ト コ ミュ ニ ティ 最 
貧 困 層 住 ⺠  

210 名  

事 業 の ⽬ 的  
対 象 地 域 に お い て、 対 象 者 の 収 ⼊ 機 会 の 増 加 と ビ ジ ネ ス の 能 ⼒ を 向 上 す る と 
共 に、 帰 還 ⺠・ 国 内 避 難 ⺠・ ホ ス ト コ ミュ ニ ティ 住 ⺠ の 社 会 的 結 束 を 強 化 す 
る  

事 業 の 内 容  

対 象 地 域・ 対 象 者 の 状 況 を 調 査 し た 上 で、 そ れ ぞ れ の ⽣ 活 を 向 上 し て い く た 
め に 役 に ⽴ つ ⽣ 計 向 上 ⼿ 段 を ⾒ 出 し、 そ れ に 基 づ い た 短 期 間 の 訓 練・ ビ ジ ネ 
ス 研 修 を ⾏ い、 ビ ジ ネ ス を す る た め の ス ター ト アッ プ キッ ト を 配 布 す る。  
加 え て、 学 ん だ 技 術 を 活 か し て ク イッ ク イ ン パ ク ト プ ロ ジェ ク ト を 通 し て、 
公 共 の 利 益 と な る よ う な 活 動 を 実 施 す る。  

主 な 成 果  

対 象 者 138 名 が、 ① ⽯ 鹸 作 り、 ② ヘ ア ド レッ シ ン グ、 ③ ⽊ ⼯ ⼤ ⼯、 ④ レ ス ト 
ラ ン、 ⑤ 養 鶏、 ⑥ ⼭ ⽺ 飼 養、 ⑦ 養 豚、 ⑧ ⼩ 規 模 ビ ジ ネ ス （⼩ 売 業） か ら 収 ⼊ 
を 得 る た め に 必 要 な 知 識・ 技 術 訓 練 に 各々 参 加 し、 ス ター ト アッ プ キッ ト を 
受 け 取 り、 各々 グ ルー プ ビ ジ ネ ス を 開 業 し た。  
加 え て、 上 記 の 138 名 に 新 た な 対 象 者 が 加 わっ た 計 210 名 が、 6 つ の ク イッ ク 
イ ン パ ク ト プ ロ ジェ ク ト （ ① 寄 宿 学 校・ 脆 弱 な ⼈々 へ の ⾷ 料 品・ ⽯ 鹸 の 調 
達・ 配 布、 ② 等 ⾼ 線 壕 の 掘 削・ 耕 作・ 浸 ⽔ 対 策 の ⼟ 囊 袋 作 り、 ③ ⽯ 鹸 の 製 
造・ 学 校 や 脆 弱 な ⼈々 へ の 配 布、 ④ ⽣ 徒 の ヘ ア カッ ト、 ⑤ 脆 弱 な ⼈々 へ の ⾷ 
事 の 提 供、 ⑥ 学 校 ⽤ 家 具 の 製 作） を 実 施 し、 22,650 ⼈ の コ ミュ ニ ティ の ⼈々 
が 恩 恵 を 受 け、 グ ルー プ メ ン バー 間 や コ ミュ ニ ティ の ⼈々 と の 関 係 が 強 化 さ 
れ た。  

 
 
２ − ３ ︓ ⼤ 槌 復 興 刺 し ⼦ プ ロ ジェ ク ト （東 ⽇ 本 ⼤ 震 災 復 興 ⽀ 援）  
【⽅ 針】  
  東 ⽇ 本 ⼤ 震 災 に よ り、 甚 ⼤ な 被 害 を 受 け た 岩 ⼿ 県 ⼤ 槌 町 に て、 東 北 の 伝 統 技 術 で あ る 「刺 し ⼦」 商 
品 の 制 作・ 販 売 を 通 じ て、 継 続 的 な 地 元 ⼈ 材 雇 ⽤ や、 作 り ⼿ の ⼥ 性 た ち の 収 ⼊・ ⽣ き 甲 斐 を 創 出 す 
る。 特 に、 震 災 か ら 8 年 が 経 過 し、 被 災 者 の ⽅々 の ⽣ 活 環 境 の 変 化 も 著 し く な る 中 で、 本 プ ロ ジェ ク ト 
に よ り 形 成 さ れ た コ ミュ ニ ティ の 維 持 と 活 性 化 を 進 め る と と も に、 別 法 ⼈ 化 を 進 め る た め の 基 盤 整 備 
に 注 ⼒ す る。 ま た、 本 プ ロ ジェ ク ト 開 始 10 年 を 迎 え る 2021 年 向 け て、 事 業 評 価 の た め の 調 査 を 開 始 す 
る。  
 
【重 点 項 ⽬】  
・ 講 習 会 等 の 開 催 を 通 じ た 受 益 者 の 技 術 向 上 の 促 進 と ⽣ き 甲 斐 づ く り。  
・ 受 益 者 の プ ロ ジェ ク ト に 対 す る オー ナー シッ プ の 醸 成。  
・ 別 法 ⼈ 化 に 向 け た 地 元 採 ⽤ ⼈ 材 (パー ト 職 員) の 育 成。  
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【成 果】  
 2011 年 6 ⽉ の 事 業 開 始 以 降、 定 期 的 な 刺 し ⼦ 会 の 開 催 を 通 じ て、 受 益 者 同 ⼠ の コ ミュ ニ ティ の 維 持・  

形 成 を す る と と も に、 受 益 者 に 対 し て、 内 職 に よ る 仕 事 の 提 供 と ⽣ き が い の 創 出 を ⾏っ て き た。 本 年 
度 も 引 き 続 き、 地 元 採 ⽤ ⼈ 材 (パー ト 職 員) ⼿ 動 に よ る 運 営 を ⾏ い な が ら、 刺 し ⼦ 会 や お 茶っ こ の 会、 講 
師 を 招 聘 し て の 技 術 講 習 会、 新 商 品 の 開 発、 販 売 を ⾏っ た。 3 ⽉ に 三 陸 鉄 道 の 全 線 開 通 を 受 け、 夏 に は 
事 務 所 訪 問 者 が 増 え た こ と も 印 象 的 で あっ た。  
  ま た、 2021 年 3 ⽉ に は 震 災 か ら 10 周 年、 6 ⽉ に は 本 プ ロ ジェ ク ト 開 始 か ら 10 周 年 を 迎 え る に あ た り、 
新 ⽣ ⼤ 槌 刺 し ⼦ と し て 事 業 を 開 始 す る た め に、 10 ⽉ よ り 中 川 政 七 商 店 に よ る コ ン サ ル ティ ン グ を 受 け 
て い る。 ブ ラ ン ディ ン グ、 商 品 政 策、 コ ミュ ニ ケー ショ ン 部 分 に つ い て、 課 題 解 決 に 向 け た 助 ⾔ を 受 
け、 2021 年 以 降 を ⾒ 据 え た 事 業 強 化 に 取 り 掛 か る こ と が で き た。 (継 続 中)  
  イ ベ ン ト 出 店、 オ ン ラ イ ン サ イ ト に よ る オ リ ジ ナ ル 商 品 の 販 売 に 加 え、 今 年 度 は OEM 先 か ら の 受 注 
が ⼤ 幅 に 増 え た。 年 度 の 後 半 は、 コ ロ ナ 感 染 拡 ⼤ の 影 響 を 受 け、 3 ⽉ の イ ベ ン ト 出 展 が 全 て 中 ⽌ に な る 
な ど、 予 想 外 の 影 響 も あっ た。 収 ⼊ は 11,874 千 円、 刺 し ⼦ さ ん に は、 2,314 千 円 を ⼯ 賃 と し て ⽀ 払っ 
た。  
   
【課 題】  
昨 年 度、 新 規 取 引 先 が 増 え た こ と に よ る 刺 し ⼦ さ ん の 公 募 を 実 施 し た が、 結 果 と し て 定 着 率 が 低 い こ 
と が わ かっ た。 取 引 先 か ら の 注 ⽂ 増、 ま た 今 後 の 売 上 強 化 に は、 ⽣ 産 増 強 が 必 要 と 感 じ、 ⼤ 槌 町 内 の 
公 共 施 設 に お い て、 刺 し ⼦ さ ん 募 集 を ⽬ 的 と し た ワー ク ショッ プ を 計 画 し た が、 コ ロ ナ の 感 染 拡 ⼤ の 
影 響 を 受 け、 1 度 き り の 開 始 に と ど まっ た。 2021 年 以 降 の 運 営 を ⾒ 据 え、 ⽣ 産 増 強 に つ い て 改 善 策 を 
練っ て い き た い。  
 

東 ⽇ 本 ⼤ 震 災 復 興 ⽀ 援  

⼤ 槌 復 興 刺 し ⼦ プ ロ ジェ ク ト  

活 動 地 域 （活 動 国）  事 業 実 施 期 間  受 益 者 カ テ ゴ リー  受 益 者 数 （単 年 度）  

岩 ⼿ 県 ⼤ 槌 町  通 年  東 ⽇ 本 ⼤ 震 災 の 被 災 地 
域 の ⼥ 性  

41 名  

事 業 の ⽬ 的  

東 ⽇ 本 ⼤ 震 災 に よ り、 甚 ⼤ な 被 害 を 受 け た 岩 ⼿ 県 ⼤ 槌 町 に て、 東 北 の 伝 統 技 
術 で あ る 「刺 し ⼦」 商 品 の 制 作、 販 売 を 通 じ て、 継 続 的 な 地 元 ⼈ 材 の 雇 ⽤ と 
作 り ⼿ の ⼥ 性 た ち の 収 ⼊・ ⽣ き 甲 斐 を 創 出 す る。 こ の こ と を 通 じ て、 復 興、 
地 域 創 ⽣ と いっ た 町 の 課 題 解 決 に 寄 与 す る。  

事 業 の 内 容  

・ 刺 し ⼦ の 制 作 と 販 売。  
・ 講 習 会 等、 受 益 者 の 技 術 ⼒ の 向 上、 交 流、 オー ナー シッ プ の 醸 成 を ⾏ う 会 
等 の 開 催。  
・ 事 業 評 価 の た め の 調 査  

 
 
２ − ４ ︓ 啓 発 事 業  
【⽅ 針】    
  「啓 発」 × 「ファ ン ド レ イ ジ ン グ」 × 「広 報」 ＝ 対 象 者 に 応 じ て、 取 り 組 む 社 会 課 題 と そ の 解 決 （事 
業） に つ い て 周 知 し、 社 会 変 ⾰ へ の 希 望 を 市 ⺠ に 啓 発 し、 さ ら に は、 そ の 希 望 に 応 じ た、 社 会 変 ⾰ の 
⼿ 法 を 提 供 し、 社 会 変 ⾰ の 担 い ⼿ を 増 や す こ と で、 ミッ ショ ン の 実 現 に 貢 献 す る。  
 
【重 点 項 ⽬】  
  ファ ン ク ラ ブ 会 員・ 法 ⼈ サ ポー ター の 会 員 増、 寄 付 を 中 ⼼ と し た ⽀ 援 者 と の 関 係 性 構 築、 講 演 な ど 
（す べ て、 啓 発 に ⽴ 脚 し た 視 点 で 取 り 組 む も の と す る）  
 
【成 果】  
   主 な 成 果 と し て、 都 度 の 寄 付 で は、 1,184 件 57,902,949 円、 ふ る さ と 納 税 寄 付 で は、 249 件  
18,536,038 円 を 調 達。 さ ら に 回 収 系 ⽀ 援 で あ る め ぐ る プ ロ ジェ ク ト で は、 8,068 件 3,115,605 円 を 調 達 し 
た。 ま た、 ファ ン ク ラ ブ 会 員 （個 ⼈） で は、 年 間 を 通 じ て 256 名 （ 534 ⼝）、 法 ⼈ サ ポー ター （法 ⼈） 
で は 66 社 （ 82 ⼝） の 新 規 ⽀ 援 を 調 達。 講 演 事 業 で は、 163 件 7,211,584 円 を 調 達 す る こ と が で き た。 刺  
し ⼦ 事 業 で は、 11,874,251 円 を 調 達 し た。  
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【課 題】  
  会 費 収 ⼊ で は、 主 に 広 告 施 策 の 不 調 を 要 因 と し て 当 初 ⽬ 標 を ⼤ 幅 に 下 回 る 結 果 と なっ た。 ⼀ ⽅ で  
下 半 期 へ 進 む に つ れ て 施 策 の 改 善 に よ り 会 員 申 し 込 み が 増 加 す る 傾 向 に あっ た こ と か ら、 引 き 続 き 継 
続 的 な 施 策 実 施 を 図っ て い き た い。 ま た、 講 演 事 業 に お い て 外 部 講 師 制 度 の 積 極 的 な 活 ⽤ に も 注 ⼒ 
し、 よ り 多 様 な ⽅ 法 で 啓 発 活 動 を ⾏っ て い き た い。 全 体 と し て、 当 会 に は あ ら ゆ る 関 係 資 本 （ス テー 
ク ホ ル ダー） が あ り、 特 に 属 性 別 の 既 存 ⽀ 援 者 と の 関 係 構 築 を 改 善 す る こ と に よっ て、 よ り 効 率 的 か 
つ 効 果 的 な ファ ン ド レ イ ジ ン グ の 強 化 を 実 施 し た い。  
 

啓 発 （ファ ン ド レ イ ジ ン グ）  

ファ ン ド レ イ ジ ン グ  

活 動 地 域 （活 動 国）  事 業 実 施 期 間  指 標  実 績  

⽇ 本 国 内  通 年  

(1)   会 費 収 ⼊  
(2)   寄 付 収 ⼊  
(3)   事 業 収 ⼊  
(4)   助 成 ⾦ 等 収 ⼊  

(1)   54,000,000 円  
(2)   80,859,085 円  
(3)   49,722,023 円  
(4)   60,558,042 円  

事 業 の ⽬ 的  

⽀ 援 を い た だ く あ ら ゆ る 個 ⼈・ 団 体 を、 当 会 の 活 動 ⽬ 的 に 則 し た 社 会 変 ⾰ の 
パー ト ナー と 位 置 づ け、 ファ ン ク ラ ブ 会 員 （個 ⼈ の 定 額 会 費 収 ⼊） を は じ 
め、 法 ⼈ サ ポー ター （企 業 の 定 額 寄 付 収 ⼊） の 強 化 を 主 軸 と し、 ふ る さ と 納 
税 や 海 外 助 成 ⾦ の 獲 得 な ど に 注 ⼒ し た 多 様 な ファ ン ド レ イ ジ ン グ に 取 り 組 
む。  

事 業 の 内 容  

会 費 収 ⼊ の 取 り 組 み と し て、 前 年 度 の 検 証 デー タ を も と に オ ン ラ イ ン 広 告 施 
策 を 実 施 し ファ ン ク ラ ブ 会 員 の 増 加 に 注 ⼒ し た。 さ ら に 法 ⼈ サ ポー ター の コ 
ミュ ニ ティ 化 へ の 注 ⼒ か ら 法 ⼈ サ ポー ター も ⼤ き く 増 加 し た。 ま た、 寄 付 収 
⼊ の 取 り 組 み で は 特 に ふ る さ と 納 税 寄 付 の 認 知 拡 ⼤ に 注 ⼒ し、 ふ る さ と 納 税 
寄 付 に よ る 収 ⼊ を 着 実 に 増 加 す る こ と が で き た。 そ の 他 に も、 講 演 等 の 事 業 
収 ⼊、 助 成 ⾦ 収 ⼊ な ど も ほ ぼ 計 画 に 近 い 結 果 で 事 業 を 実 施 し た。  

 
啓 発 （広 報）  

広 報 （オ フ ラ イ ン ︓ 年 次 報 告 書、 結 晶 ⺟ ほ か。 オ ン ラ イ ン ︓ ブ ロ グ、 メー ル マ ガ ジ ン、 SNS 、 SNS の 
運 ⽤ ほ か）  

活 動 地 域 （活 動 国）  事 業 実 施 期 間  指 標  実 績  

⽇ 本 国 内  通 年  (1)   —  (1)   —  

事 業 の ⽬ 的  
会 員・ 寄 付 者 を は じ め と す る 既 存 ⽀ 援 者 な ら び に、 新 規・ 潜 在 ⽀ 援 者 に 対 し 
て、 活 動 の 成 果 報 告 を 実 施 す る と と も に ⽀ 援 実 感 の 向 上 に よ る 当 会 へ の 信 頼 
感・ 参 画 感 を ⾼ め、 継 続 ⽀ 援 と ⽀ 援 拡 ⼤ を 実 践 す る。  

事 業 の 内 容  
従 来 の 年 次 報 告 書 を は じ め、 海 外 か ら の 御 礼 の ポ ス ト カー ド の 発 送、 年 に ２ 
回 発 ⾏ の 結 晶 ⺟ を 制 作。 ま た、 オ ン ラ イ ン 広 報 の ア ク セ ス 解 析 の 定 着 に よ 
り、 適 切 な 広 報 運 ⽤ を 実 施 し た。  
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啓 発 （回 収 系 ⽀ 援）  

め ぐ る プ ロ ジェ ク ト  

活 動 地 域 （活 動 国）  活 動 実 施 期 間  指 標  実 績  

⽇ 本 国 内  通 年  
(1)   換 ⾦ 額  
(2)   協 ⼒ 者 数  

(1)   3,115,605 円  
(2)   8,068 件  

活 動 の ⽬ 的  ⾝ 近 に で き る 国 際 協 ⼒ を 提 案 し、 参 画 の 機 会 を 提 供 す る。  

活 動 の 内 容  

古 着、 古 本、 書 き 損 じ は が き、 使 ⽤ 済 み 携 帯 電 話、 古 紙、 タ イ ヤ の ア ル ミ ホ 
イー ル の 回 収 の 呼 び か け を ⾏っ た。 ま た、 回 収 強 化 期 間 を 例 年 よ り も 短 い 期 
間 で 実 施 し た が、 各 種 SNS 、 メー ル マ ガ ジ ン 等 で の 広 報 を 強 化 し た こ と に 
よ り、 書 き 損 じ は が き で 422,920 円、 古 本 で 155,136 円 の 活 動 資 ⾦ を 得 る こ 
と が で き た。  

 

啓 発 （講 演・ イ ベ ン ト）  

講 演・ イ ベ ン ト  

活 動 地 域 （活 動 国）  活 動 実 施 期 間  指 標  実 績  

⽇ 本 国 内  通 年  

(1) 講 演 回 数  
(2) 対 象 者 数  
(3) イ ベ ン ト 回 数 （⾃ 主 
開 催、 参 加 イ ベ ン ト 合 
わ せ て）  

(1)   163 回  
(2)12,876 ⼈  
(3)30 回  

活 動 の ⽬ 的  課 題、 活 動 を 知 り、 ⾃ 分 に で き る ⼀ 歩 を 踏 み 出 す 機 会 を 提 供 す る。  

活 動 の 内 容  

今 期 は 職 員 7 名、 イ ン ター ン 6 名 の 講 師 の 下、 主 催、 参 画 イ ベ ン ト を 積 極 的 
に 進 め、 啓 発 に 努 め、 会 員 や め ぐ る プ ロ ジェ ク ト へ の 誘 導 を 促 進 し た。 特 に 
SDGs カー ド ゲー ム や ペー パー ビー ズ ア ク セ サ リー 制 作 の ワー ク ショッ プ の 
講 師 と し て の 派 遣 が 21 回 あ り、 新 し い 形 で の 啓 発 の 機 会 を 創 出 す る こ と が 
で き た。 講 演 参 加 者 数 は、 統 計 を 始 め た 2004 年 度 か ら 延 べ 165,546 ⼈ と な 
り、 講 演 回 数 は 1968 回 と なっ た。 2019 年 度 末 は 新 型 コ ロ ナ ウィ ル ス 拡 ⼤ に 
よ り、 講 演 や イ ベ ン ト の 中 ⽌、 延 期 の 影 響 が あっ た。  

 

啓 発   (物 品 販 売)  

物 品 販 売  

活 動 地 域 （活 動 国）  活 動 実 施 期 間  指 標  実 績  

⽇ 本 国 内  通 年  (1)   商 品 売 上  (1)3,014,711 円  

活 動 の ⽬ 的  ⾝ 近 な 商 品 購 ⼊ と い う ⾏ 為 を 通 し て、 国 際 協 ⼒ に 参 画 を 促 す。  

活 動 の 内 容  イ ン ター ネッ ト で の ウ ガ ン ダ コー ヒー 販 売 と イ ベ ン ト で の クッ キー な ど の 販 
売 を ⾏っ た ほ か、 ⽀ 援 者 か ら の 特 別 注 ⽂ も 受 注 し た。  
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啓 発 （ス タ ディー ツ アー）  

ス タ ディ ツ アー  

活 動 地 域 （活 動 国）  事 業 実 施 期 間  指 標  実 績  

ウ ガ ン ダ  2019 年 8 ⽉  参 加 者 数  20 名  

事 業 の ⽬ 的  活 動 実 施 現 場 の ⾒ 学 や ⼈々 と の 交 流 を 通 し、 活 動 へ の 共 感 を 深 め、 社 会 変 ⾰ 
の 担 い ⼿ を 育 成 す る。  

事 業 の 内 容  

ウ ガ ン ダ へ の ス タ ディ ツ アー を 実 施 し た。 ま た、 当 会 の 呼 び か け で は な い 
が、 ス タ ディ ツ アー の 訪 問 先 と し て の 受 け ⼊ れ を 3 件 ⾏っ た。 ⼤ 阪 府 ⽴ 佐 野 
⾼ 校、 東 京 ⺟ 親 会、 お き な わ 国 際 協 ⼒ ⼈ 材 育 成 事 業 （ OIC ユー ス） 2019 カ 
ン ボ ジ ア ホー ム ス テ イ プ ロ グ ラ ム の ツ アー。 い ず れ も 受 け ⼊ れ は カ ン ボ ジ 
ア。  

 
 
２ − ５ ︓   啓 発 事 業 （佐 賀 に お け る 事 業）  
【⽅ 針】    
  佐 賀 県 を 中 ⼼ と し た 北 部 九 州 に て、 当 会 の 設 ⽴ ⽬ 的 （ビ ジョ ン） で あ る 「す べ て の ⽣ 命 が 安 ⼼ し て 
⽣ 活 で き る 社 会 （＝ 世 界 平 和） の 実 現」 を ⽬ 指 す た め に、 ふ る さ と 納 税 を 活 ⽤ し た 資 ⾦ 調 達 を 拡 ⼤ す 
る ファ ン ド レ イ ジ ン グ 事 業 と、 当 会 へ の 共 感 （⽀ 援 者） の 増 強 を 図 る 観 点、 ま た ⽇ 本 の 市 ⺠ 社 会 の 能 
⼒ 向 上 の た め に、 平 和 や 地 球 的 課 題 へ 関 ⼼ を 持 つ 市 ⺠ の 育 成 を 図 る 啓 発 事 業 を 展 開 を す る。  
 
【重 点 項 ⽬】  
  ふ る さ と 納 税 事 業、 イ ベ ン ト、 講 演  
 
【成 果】  
  返 礼 品 拡 ⼤、 ふ る さ と 納 税 の 有 効 活 ⽤ に よ り、 当 会 全 体 の 資 ⾦ 調 達 の 拡 ⼤ に 寄 与。 ま た、 継 続 し た 
教 育 機 関 等 で の 講 演 実 施、 主 催 イ ベ ン ト 「テ ラ・ カ フェ  in  佐 賀」 の 実 施 に よ り、 佐 賀 県 内 で の 市 ⺠ の   
国 際 協 ⼒ 意 識 向 上 に 貢 献 で き た。 ま た、 8 ⽉ に 発 ⽣ し た 九 州 北 部 豪 ⾬ に 対 す る チャ リ ティ イ ベ ン ト 開 催 
に よ り、 国 内 の 社 会 課 題 へ の 取 組 が 実 施 で き た だ け で な く、 地 域 に 根 ざ し た NPO と し て の 存 在 意 義 を 
⾼ め る こ と が で き た。  
 
【課 題】  
  返 礼 品 の 種 類 が 限 ら れ て い る こ と に よ り、 寄 付 者 の 返 礼 品 の 選 択 が 限 ら れ て い る た め、 さ ら な る 
ファ ン ド レ イ ジ ン グ 拡 ⼤ の た め に は、 新 た な 返 礼 品 獲 得 が 課 題 と なっ て い る。 啓 発 事 業 に 関 し て は、 
昨 年 度 と ⽐ 較 し た 際 の 主 催 イ ベ ン ト 開 催 数 の 減 少、 教 育 機 関 等 で の 講 演 の 実 施 回 数 減 少 が ⾒ ら れ、 主 
催 イ ベ ン ト の 広 報、 他 団 体 主 催 講 演 へ の 働 き か け へ の 注 ⼒ が 課 題 で あ る。  
 

啓 発 （佐 賀 事 業 _ ファ ン ド レ イ ジ ン グ）  

ふ る さ と 納 税 事 業 (GCF 作 成、 広 告、 返 礼 品 調 達)  

活 動 地 域 （活 動 国）  事 業 実 施 期 間  指 標  実 績  

佐 賀 県  通 年  (1)   ふ る さ と 納 税 寄 附 額  
(2)   返 礼 品 数 (累 計)  

(1)  18,536,038 円 （ ※ 収  
納 ⽇ 計 算）  
(2)   30 品 ⽬  

事 業 の ⽬ 的  ふ る さ と 納 税 を 通 し て、 資 ⾦ 獲 得 を お こ な う と 同 時 に、 新 規 ⽀ 援 者 の 拡 ⼤ を 
実 現 す る。  
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事 業 の 内 容  

新 業 者 「有 限 会 社  篠 原 渓 ⼭」 と 提 携 を し、 佐 賀 伝 統 の 有 ⽥ 焼 を 返 礼 品 と し  
て 追 加。 ま た、 昨 年 度 か ら 継 続 し て い る 季 節 募 ⾦ へ の ふ る さ と 納 税 活 ⽤、 広 
告 の 外 部 委 託 に よ り、 資 ⾦ 調 達 拡 ⼤ 及 び 新 規 ⽀ 援 者 層 拡 ⼤ に 貢 献。  
GCF へ の プ ロ ジェ ク ト 掲 載 は ⾒ 送 り。  
※ GCF （ガ バ メ ン ト ク ラ ウ ド ファ ン ディ ン グ）  

 
啓 発 （佐 賀 事 業 _ イ ベ ン ト）  

イ ベ ン ト  

活 動 地 域 （活 動 国）  事 業 実 施 期 間  指 標  実 績  

佐 賀 県  通 年  
(1)   累 計 参 加 ⼈ 数  
(2)  ファ ン ク ラ ブ 会 員 化  
⼝ 数  

(1)   42 名  
(2)   10 ⼝  

事 業 の ⽬ 的  潜 在 層 を ター ゲッ ト に、 課 題、 活 動 を 知 り、 ⾃ 分 に で き る ⼀ 歩 を 踏 み 出 す 機 
会 を 提 供 し、 ファ ン ク ラ ブ 会 員 拡 ⼤ を 実 現 す る。  

事 業 の 内 容  
計 7 回 「テ ラ・ カ フェ  in  佐 賀」 を 開 催。 8 ⽉ の 九 州 北 部 豪 ⾬ に 対 す る チャ リ   
ティ イ ベ ン ト も ⾏ い、 佐 賀 県 内 で の 社 会 貢 献 に も 寄 与。  

 
啓 発 （佐 賀 事 業 _ 講 演）  

講 演  

活 動 地 域 （活 動 国）  事 業 実 施 期 間  指 標  実 績  

佐 賀 県  通 年  
(1)   講 演 回 数  
(2)   講 演 参 加 者 数  
(3)   講 演 に よ る 収 ⼊  

(1)   6 回  
(2)   1,300 ⼈  
(3)   90,000 円  

事 業 の ⽬ 的  

講 演 を 通 し、 個 ⼈、 家 庭、 学 校、 会 社 や 団 体 に お け る 社 会 貢 献 活 動 を 開 始、 
も し く は 社 会 貢 献 に 対 す る 意 識 を 向 上 さ せ る こ と に よっ て、 平 和 に 寄 与 す 
る。 ま た、 平 和、 ⼈ 権、 命 の ⼤ 切 さ を 伝 え、 思 い や り の ⼼ を 持っ た 次 世 代 育 
成 に 寄 与 す る。  

事 業 の 内 容  佐 賀 県 内 に て、 教 育 機 関、 県 内 NPO と の 協 働 イ ベ ン ト で の 講 演 を 実 施。  

 
啓 発 （佐 賀 事 業 _ そ の 他）  

啓 発 書 籍 作 成・ 書 籍 無 償 配 布 事 業 (GCF 対 象 事 業)  

活 動 地 域 （活 動 国）  事 業 実 施 期 間  指 標  実 績  

佐 賀 県  
2019 年 4 ⽉ 〜 2020 年 8 ⽉  
（今 年 度 は 2019 年 4 ⽉ 
〜 2020 年 3 ⽉）  

(1)  佐 賀 県 内 講 演 依 頼 校  
の ア ン ケー ト 結 果  
(2) 佐 賀 県 内 で の 当 会 事  
業 「め ぐ る プ ロ ジェ ク 
ト」 参 加 校 数  
(3) 佐 賀 県 内 教 育 機 関 で 
の 講 演 回 数  
(4) 「⼦ ど も 兵」 を テー 
マ と し た 授 業 を 実 施 す 
る 校 数  

書 籍 配 布 未 実 施 に よ 
り、 指 標 に 対 す る 実 績 
な し  
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事 業 の ⽬ 的  
⼦ ど も 兵 に つ い て、 及 び 課 題 を 知 り ⾏ 動 を 起 こ し た ⼈々 を 紹 介 す る 書 籍 を 作 
成 し、 佐 賀 県 内 の 教 育 機 関 に 無 償 配 布 す る こ と で、 世 界 だ け で な く、 佐 賀 に 
あ る 課 題 に 対 し て も ⾃ ら 取 り 組 む こ と の で き る ⼈ 財 育 成 を ⽬ 的 と す る。  

事 業 の 内 容  

当 会 が 取 り 組 む 社 会 課 題 で あ る 「⼦ ど も 兵」 の 現 状 や、 課 題 背 景 を 紹 介 す る 
と と も に、 そ の 解 決 に 向 け た ⽇ 本 国 内 外 で の 取 り 組 み （事 例・ イ ン タ ビュー 
な ど） を 通 じ て、 社 会 課 題 解 決 に は 年 齢、 性 別、 地 域 等 の 条 件 に 関 係 な く、 
主 体 的 に 取 り 組 め る も の だ と、 社 会 参 加 を 動 機 づ け る 書 籍 を 製 作 (次 年 度 に 
続 く)。  

 
 
２ − ６ ︓   ア ド ボ カ シー （政 策 提 ⾔）  
【⽅ 針】  
  当 会 が 取 り 組 む 社 会 課 題 の 解 決 に 向 け て、 政 府、 市 ⺠ 社 会 及 び 国 際 社 会 に 対 し、 情 報 発 信 ま た は 提 
⾔ 活 動 を ⾏ う こ と に よ り、 よ り 効 果 的 な 国 際 的 枠 組 み の 形 成 や 政 策 策 定 に 寄 与 す る。 今 年 度 は、 ジュ 
ネー ブ で 開 催 さ れ る 武 器 貿 易 条 約 第 5 回 締 約 国 会 議 へ の 南 の NGO か ら の 参 加 を 促 す た め の ス ポ ン サー 
シッ プ プ ロ グ ラ ム を 創 設 す る。  
 
【重 点 項 ⽬】  
・ 武 器 移 転 に 関 す る 国 際 的 な 動 き を モ ニ タ リ ン グ し、 当 会 の 各 種 チャ ネ ル を 通 じ て、 発 信 す る。  
・ 国 際 会 議 に お け る 南 の NGO の 発 ⾔ ⼒ を ⾼ め る た め、 武 器 貿 易 条 約 第 5 回 締 約 国 会 議 (CSP5) へ の 参 加 

の た め の ス ポ ン サー シッ プ プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る。  
 
【成 果】  
   国 際 会 議 に お け る 南 の NGO の 発 ⾔ ⼒ を ⾼ め る た め、 主 に 「南」 の 国 の 研 究 者 や 活 動 家 に 対 す る CSP5 
参 加 の た め の 旅 費 等 を ⽀ 援 す る 「テ ラ・ ル ネッ サ ン ス   ス ポ ン サー シッ プ プ ロ グ ラ ム」 を 設 ⽴。 南 ア フ 
リ カ、 イ ン ド か ら 活 動 家 お よ び 研 究 者、 各 1 名 に ス ポ ン サー シッ プ の 提 供 を ⾏っ た。 両 名 は CSP5 に 
て、 所 属 団 体 の ATT に 対 す る 課 題 認 識 や 解 決 向 け た 意 ⾒ 表 明 を 積 極 的 に ⾏っ た。 当 会 か ら は、  
ポ リ シー・ ア ド バ イ ザー の 榎 本 ⽒、 職 員 の 吉 ⽥ が 会 議 に 出 席 し、 会 議 後 に は 『「武 器 と 市 ⺠ 社 会」 研 
究 会』 が 主 催 す る 報 告 会 に て、 活 動 報 告 を ⾏っ た。  
  ま た、 例 年 同 様 に、 当 会 FB に て 武 器 貿 易 条 約 や ⼩ 型 武 器 等 に 関 わ る 暴 ⼒ の 現 状 等 に つ い て 発 信 を 
⾏っ た。  
 
【課 題】  
   昨 年 度 に 続 き、 今 年 度 に お い て も CSPs 当 会 よ り 職 員 を 派 遣 し て い る が、 会 議 の 場 に お け る 発 ⾔ ⼒ は 
決 し て ⾼ い と は ⾔ え な い。 今 後 は、 会 議 場 で の ネッ ト ワー 作 り や 情 報 収 集 の み な ら ず、 活 動 地 域 で の 
被 害 状 況 や 実 効 性 の あ る ATT の 実 施 に 向 け た 具 体 的 な 提 案 な ど、 会 議 の 場 で の 提 ⾔ を ⾏っ て い く 必 要 が 
あ る。  
 

政 策 提 ⾔  

政 策 提 ⾔  

活 動 地 域 （活 動 国）  活 動 実 施 期 間  指 標  実 績  

⽇ 本 国 内 及 び 関 連 国 際 
会 議 開 催 国  

2019 年 4 ⽉〜 2020 年 3 ⽉ 
（武 器 貿 易 条 約 締 約 国 
会 議   2019 年 8 ⽉ 予 定）  

武 器 移 転 関 連 の 情 報 発 
信 数 ま た は 提 ⾔ 回 数  25 回 以 上  

活 動 の ⽬ 的  武 器 に よ る 暴 ⼒ を 軽 減 す る こ と。  

活 動 の 内 容  

武 器 貿 易 条 約 （ ATT ） 第 5 回 締 約 国 会 議 に 向 け て の 情 報 収 集・ 調 査 及 び 同 会 
議 へ の 出 席。 ま た、 武 器 移 転 に 関 連 す る 情 報 発 信、 イ ベ ン ト 開 催、 提 ⾔ 活 動 
を 実 施 す る。 ま た、 当 会 ア フ リ カ 事 業 実 施 地 域 に お い て、 政 策 提 ⾔ 活 動 に 有 
⽤ な 情 報 収 集・ 調 査 活 動 を ⾏ う。  
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３ ︓   組 織 運 営 に 関 す る 事 項  
【⽅ 針】  
  「す べ て の ⽣ 命 が 安 ⼼ し て ⽣ 活 で き る 社 会 （＝ 世 界 平 和） の 実 現」 （設 ⽴ ⽬ 的 / ビ ジョ ン） を ⽬ 指 
し、 国 内 外 で 実 施 し て い る 諸 事 業 を、 円 滑 か つ、 発 展 的 に 遂 ⾏ す る た め に、 京 都 事 務 局 を 中 ⼼ と し 
た、 組 織 全 体 の 基 盤 強 化 が 必 要 で あ る。 よっ て、 以 下 の 3 つ の 重 点 項 ⽬ を 中 ⼼ に、 組 織 基 盤 整 備・ 強 化 
を 図 る。  
 
【重 点 項 ⽬】  
１ ． 迅 速 か つ、 透 明 性 の ⾼ い 意 思 決 定 体 制 （ガ バ ナ ン ス） の 確 保  

活 動・ 組 織 の さ ら な る 発 展 を ⾒ 据 え て、 組 織 運 営 に 関 す る 諸 規 定 の 整 備・ 改 善 を 図 る。 ま た、 事 業 
実 施 地 や、 当 会 を 取 り 巻 く 社 会 的・ 経 済 的 情 勢 の 変 化 に 速 や か に 対 応 す る た め、 引 き 続 き、 理 事 会 を 
中 ⼼ と し た 迅 速 か つ、 透 明 性 の ⾼ い 意 思 決 定 を 確 保 す る。  
 
２ ． 新 体 制 に お け る 事 業 と 職 員 の 成 ⻑  
  国 内 外 で 展 開 す る 事 業 を よ り 進 化 さ せ、 そ の 進 化 に 対 応 で き る よ う 職 員 の 能 ⼒ 的・ ⼈ 間 的 成 ⻑ を 促 
進 し、 「互 い に ⽀ 援 し あ い、 切 磋 琢 磨 す る チー ム」 を 形 成 し て い く た め、 ア ウェ ア ネ ス・ レ イ ジ ン グ 
（啓 発） チー ム と、 パ ブ リッ ク・ リ レー ショ ン ズ （広 報・ 資 ⾦ 調 達） チー ム を 統 合 し、 啓 発 事 業 部 を 
設 置。  こ れ ま で に、 チー ム で 蓄 積 し た 情 報 や 経 験 の 共 有 を 積 極 的 に ⾏ い、 事 業 の ⽣ み 出 す 価 値 （イ ン 
パ ク ト） の 最 ⼤ 化、 最 良 化 を ⽬ 指 す。  
  ま た 19 年 度 よ り、 新 た に 事 務 局 ⻑・ 事 務 局 次 ⻑ 職 を 設 置。 当 会 の ビ ジョ ン・ ミッ ショ ン・ 活 動 理 
念・ ク レ ド を も と に、 組 織 全 体 を 俯 瞰 し な が ら、 事 業 と 職 員 の 成 ⻑ を 図っ て い く。  
 
３ ． 職 員、 イ ン ター ン の 意 識・ 能 ⼒ 向 上 （キャ パ シ ティ ビ ル ディ ン グ）  

職 員、 イ ン ター ン が 事 業 を 実 施 す る 上 で 習 得 す べ き 専 ⾨ 知 識 や、 当 会 を 取 り 巻 く 社 会 情 勢 等 の 学 習 
を 組 織 内 で 実 施 す る こ と で、 職 員、 イ ン ター ン の 能 ⼒ 向 上 を 図 る。  
 
【成 果】  
  組 織 運 営 の ⾯ で は 昨 年 度 に 引 き 続 き 理 事 会・ 経 営 戦 略 会 議 を 定 期 的 に 開 催 し、 組 織 全 体 の 意 思 決 定 
を 迅 速 に ⾏ う こ と が で き た。 ま た 事 務 局 ⻑・ 事 務 局 次 ⻑ 職 の 設 置 に よ り、 特 に 国 内 事 業 に お け る 意 思 
決 定 の ス ピー ド を 上 げ る こ と が で き、 状 況 の 変 化 に 応 じ た 施 策 実 施 の 判 断 を ⾏ う こ と が で き た。  
  9 ⽉ よ り 職 員 が 啓 発 事 業 部 で 1 名、 管 理 部 で １ 名 増 え る な ど、 こ こ 数 年 組 織 の 成 ⻑ に 伴 い 職 員 数 が 増 
加 し て い る こ と を 踏 ま え、 労 務 ⾯ で の 改 善 を 検 討 す る べ く、 社 会 保 険 労 務 ⼠ に 顧 問 に 就 任 頂 い た。  
  職 員 の 意 識・ 能 ⼒ 向 上 に つ い て は、 年 に 2 回 の 職 員 合 宿 を 開 催、 当 会 が 活 動 を ⾏ う 上 で ⼤ 切 に し て い 
る 考 え ⽅ を 再 確 認 す る 場 を 設 け た り、 外 部 講 師 を 招 い て 当 会 の 今 後 の 事 業 の 在 り ⽅ を 模 索 す る な ど、 
職 員 全 体 の 意 識 向 上 を 図っ た。  
  イ ン ター ン の 意 識・ 能 ⼒ 向 上 に つ い て は、 職 員 に よ る ⽉ に 1 度 の 定 期 ⾯ 談 や、 出 勤 ご と の 業 務 管 理 お 
よ び 前 回 出 勤 時 の 振 り 返 り を 習 慣 化 す る こ と を 通 じ て、 双 ⽅ の コ ミュ ニ ケー ショ ン を 深 め る と 共 に、 
業 務 効 率 の 改 善 を 実 践 し た。  
 
【課 題】  
  新 し い 体 制 の も と 組 織 の 意 思 決 定 ス ピー ド は 上 がっ た も の の、 国 内 外 の 事 業 を よ り 進 化 さ せ る た 
め、 引 き 続 き そ れ ぞ れ の 事 業 で 培っ た 情 報 や 経 験 の 共 有 を 積 極 的 に ⾏ う と 共 に、 職 員・ イ ン ター ン 
個々 の 能 ⼒ 向 上 を 通 じ て、 組 織 の 成 ⻑ を 促 進 し て い く。  
  ま た ⼤ き く 変 化 す る 社 会 情 勢 の な か で も 組 織 と し て の 成 ⻑ を 続 け る た め、 改 め て 経 営 管 理 を 慎 重 に 
⾏ う と 共 に、 多 様 な 事 業 活 動 を ⽀ え る べ く 組 織 基 盤 の 強 化 に 取 り 組 ん で い く。  
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会 員 現 況  正 会 員 64 名 ／ 個 ⼈ 賛 助 会 員 129 名 ／ ファ ン ク ラ ブ 会 員 1,705 名 ／ ジュ ニ ア 会 
員 6 名 ／ 団 体 賛 助 会 員 28 団 体 ／ 法 ⼈ サ ポー ター 180 社  
会 員 合 計   2,112 名・ 団 体  

加 盟 団 体  

（特 活） 関 ⻄ Ｎ Ｇ Ｏ 協 議 会 ／ （特 活） 国 際 協 ⼒ NGO セ ン ター ／ ⽇ 本 ⼩ 型 武 
器 ⾏ 動 ネッ ト ワー ク ／ （特 活） 地 雷 廃 絶 ⽇ 本 キャ ン ペー ン ／ 児 童 労 働 ネッ 
ト ワー ク ／ SDG ｓ 市 ⺠ 社 会 ネッ ト ワー ク ／  市 ⺠ ネッ ト ワー ク forTICAD  ／ 新 
公 益 連 盟 ／ 国 際 ⼩ 型 武 器 ⾏ 動 ネッ ト ワー ク （ IANSA ） ／ グ ル Ｎ Ｇ Ｏ フォー 
ラ ム ／  関 ⻄ SDG ｓ プ ラッ ト フォー ム ／ 佐 賀 NGO ネッ ト ワー ク  

役 員  

理 事 ︓ ⼩ 川 真 吾 （理 事 ⻑）、 ⻤ 丸 昌 也、 中 井 隆 栄、 岡 ⽥ 則 ⼦、 新 居 真 ⾐、  

        渡 邉 真 規、 江 ⾓ 泰  

監 事 ︓ 鯉 ⽥ 勝 紀  

運 営 体 制  

本 部 事 務 局 （京 都） ︓ 有 給 専 従 職 員 10 名、 イ ン ター ン 5 名  

岩 ⼿ 事 務 所 ︓ 有 給 専 従 職 員 1 名、 有 給 ⾮ 専 従 職 員 3 名  

佐 賀 事 務 所 ︓ 有 給 専 従 職 員 1 名  

ウ ガ ン ダ ／ グ ル 事 務 所 ︓ ⽇ 本 ⼈ 有 給 職 員 2 名、 ロー カ ル ス タッ フ 13 名  

ウ ガ ン ダ ／ ア ジュ マ ニ 事 務 所 ︓ ロー カ ル ス タッ フ 24 名  

カ ン ボ ジ ア 事 務 所 ︓ ⽇ 本 ⼈ 有 給 職 員 1 名、 ロー カ ル ス タッ フ 8 名  

ラ オ ス 事 務 所 ︓ ⽇ 本 ⼈ 有 給 職 員 1 名、 ロー カ ル ス タッ フ 2 名  

コ ン ゴ ⺠ ／ ブ カ ブ 事 務 所 ︓ ロー カ ル ス タッ フ 12 名  

コ ン ゴ ⺠ ／ カ ナ ン ガ 事 務 所 ︓ ロー カ ル ス タッ フ 4 名  

ブ ル ン ジ 事 務 所 ︓ ⽇ 本 ⼈ 有 給 職 員 1 名、 ロー カ ル ス タッ フ 9 名  

合 計 96 名  

※2020 年 3 ⽉ 末 時 点  
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